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風を切って力強く、そして、美しく飛躍する
「そりのあるかたち」をイメージした彫刻です。
澄川喜一 彫刻家・元東京藝術大学学長
　　　　文化勲章（令和2年）受賞
　　　　文化功労者・aaca名誉会員

スパイラルは位相空間のモデル。
科学者、数学者、建築家、アーティストをはじめ、
様々な領域で人を魅了し続けているスパイラル。
私もその“不思議”に取り憑かれた一人です。
「ミニマムな技法、材料でマキシマムな効果」を
テーマに、三枚重ねのスパイラルは非対称、
動的でありながら、安定自立する構造になります。
優れた建築をはぐくむ培養土、“コンポスト”は、
クライアント、つぎに建築美術工芸関係の
グループ、そして施工業者、これら三者の
誠意あるコラボレーションです。
支えあうベクトルの軌跡をこの賞牌に
読みとっていただければ幸いです。
川上喜三郎 建築家・彫刻家・aaca会員

一般社団法人日本建築美術工芸協会は建
築家、美術家、工芸家をはじめ関係する様々
な分野の個人や団体が連携協力し、芸術性
豊かな環境と美しい景観の創造を目的とし
て、わが国の文化向上に寄与する事を願い
設立された団体です。従って各賞の対象分
野は都市デザイン、地域デザイン、ランドスケー
プデザイン、パブリックデザイン、建築、工芸、
絵画、彫刻、環境美術、グラフィックデザイン、
ディスプレイデザイン、インテリアデザイン等の
ほか、素材やエネルギーの領域に至るまで広
範囲に亘ります。又、新しい芸術的環境を創
造するだけでなく優れた歴史的景観を保存継
承するための作品も対象になります。

・AACA賞
当協会の設立理念と目的に叶い、建築、美術、
工芸、ランドスケープなど、様々な分野が協力し、
融合して創造された文化的環境と美しい芸
術的景観を対象とする協会賞です。AACA
賞はこの様な優れた景観を実現させた個人、
グループ、団体を毎年表彰する賞です。また、
AACA賞に次ぐ入選作品には優秀賞、特
別賞、奨励賞が選抜され授与されます。

・芦原義信賞（新人賞）
芦原義信賞は当協会の設立者で我が国の
街並み景観形成や芸術的環境形成に多大
な業績を残された芦原義信先生の業績を記
念して創設された新人賞です。AACA賞に応
募された作品の中から、新人で、優れた文化
的環境や芸術的景観を実現させた未来ある、
個人、グループ、団体を選び毎年表彰する賞
であり、新人に年齢制限はありません。

・美術工芸賞
応募作品の中より、特に美術・工芸の分野で
功績のあった作品の作者を表彰する賞です。

選考委員会AACA賞の概念と選考

後援団体

目次 AACA賞について

AACA賞トロフィー

芦原義信賞（新人賞） トロフィー



昨年に引き続きコロナ禍での審査となりましたが、それでもその小康
の間を縫って、一次審査には海外から渡日した川上審査員をふくめ
て、全審査員が集まっての作品パネルによる選考、現地審査は複数
名の審査員で実行し、公開による最終審査は応募者と審査員が一
堂に会しての審査を終えることができました。応募者各位をはじめ、準
備に当たられた関係者にこの場を借りて厚くお礼を申し上げます。
今年は58作品の応募がありました。建築の規模、地域、内容ともに
多岐にわたる優れた作品が集まりました。中でも現地審査に進んだ
13作品は、いずれ劣らぬ魅力に溢れたもので、審査は容易ではありま
せんでしたが、結果としてはAACA賞審査にふさわしい力のこもった
入賞作品を選出することができたと思います。
そうした中で、多くの審査員の推薦により今年のAACA賞に選出さ
れたのは、南軽井沢の林に囲まれた《写真家のスタジオ付き住宅》で、
海外でも高く評価される写真家の想いに応えて、建築家が独創的な
空間を提案し、さらに写真家がそれを相乗的に使いこなすという、いわ
ば創造的な協働による素晴らしい作品となりました。
AACA賞に入賞経験のない新人に贈られる芦原義信賞には、小さ
な断面の一般的な木材によるトラス架構で造られた《山五十嵐子ど
も園》が選出され、その集落的な外観、小空間の連鎖がつくり出す
温かい雰囲気が、子どもの保育空間としてこの上ないものと高い評
価を得ました。
この両者に続く優秀賞として、それぞれに独創的な魅力に溢れた3つ
の作品が選ばれました。「遠島」の島である隠岐島の《Ento》は豊
かな自然景観の中に対比的に置かれたCLTによる直線の造形が美
しく、また景色を最大限に楽しむことのできる宿泊施設です。それに
対して那覇市の中心部に建つ《那覇市文化芸術劇場なはーと》は、
緩やかにカーブする首里織をモチーフとするHPCグリルが眼を惹き
つける丸みを帯びた外観が特徴的です。また廃校を再生した森の駅
《yodge》は、宿泊客であるビジターの施設であると同時に地元住
民にとっても日常的な居場所となっており、両者の交流拠点としても
有効に機能しています。

2022年の作品募集は例年通り7月初めから9月の第1週まで行われ
ました。応募作品数は昨年よりやや減少、58作品の応募がありました。
この20年の平均応募数は45.5となっています。応募締め切り後、提
出されたパネルのコピーファイルを選考委員に配布します。多くの作品
のパネルを審査会場で全て読み込むのはほぼ不可能であるため、事
前に詳細を見てもらおうという趣旨です。
第1次審査会では会場にすべてのパネルを並べます。各委員が所定
の数の推薦作品を選んで回ることから始まります。数回の投票を経て、
途中での作品毎の議論も含めて現地審査に進む入選作品を決定しま
した。決定までの過程には当然かなり厳しいものがあります。一つの
作品をめぐって賛否の意見が交錯し、最後は投票という形で決します。
この年の入選作は13作品という事になりました。審査終了後、直ちに
現地審査の担当割を協議します。少なくとも1作品について2名以上
の参加が必要です。どの委員もスケジュールの調整が難しく、希望す
る作品に当たらないことも多く、毎年決まるまでに難航するのは言うま
でもありません。
現地審査は約1ヶ月の間に行います。応募者側の皆さんにも無理を
お願いして対応していただいています。今回の作品の所在は、近くは

 ・AACA賞
 「写真家のスタジオ付き住宅

 ・芦原義信賞
 「山五十嵐こども園」

 ・優秀賞
 「Entō」

・特別賞
 「Port Plus 大林組横浜研修所」

 ・美術工芸賞
 「歳吉屋 ─BYAKU Narai─」

 ・美術工芸賞奨励賞
 「湯野浜・亀やあかがね」

 ・入選
 「豊田の立体最小限住宅」

 ・奨励賞
 「大阪中之島美術館」

 「那覇文化芸術劇場なはーと」

 「ｙｏｄｇｅ」

 「ミュージアムタワー京橋」

 「台地の FORTE」

 「神戸ポートミュージアム」

仲俊治 宇野悠里

東海林建 平野勇気

建築・監理 : MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO /原田真宏 原田麻
魚 野村和良　構造：KMC /蒲池健　設備：テーテンス事務所 /村瀬豊　
設備ア監ドバイザー：森田和義　サイン・展示デザイン・ネーミング：日本デ
ザインセンター 三澤デザイン研究室

株式会社大林組設計本部　伊藤泰 堀池隆弥 伊藤翔 高山峻 
太田真理 辻靖彦 岩井洋 西﨑真由美

株式会社 竹中工務店  美馬康人 長谷川裕馬

加藤詞史（加藤建築設計事務所）岩田英里（岩田組）阿部公和（亀や）

川島範久 國友拓郎

遠藤克彦（株式会社 遠藤克彦建築研究）

香山・久米・根路銘設計共同体　長谷川祥久 兒玉謙一郎 根路銘剛次 
望月麻衣 角沢聡子 岡本賢吾 香山壽夫

照内創（（株）SO&CO.）土橋悟（（株）都市環境研究所）

中本太郎 矢野雅規 小林哲也 李宇宙

佐藤達保

大成建設（株）一級建築士事務所  高島謙一 土井健史 原田健介

審査総評 審査経緯

受賞作品一覧

古谷誠章 可児才介
 AACA 賞選考委員会委員長  AACA 賞選考委員会副委員長

美術工芸賞は木曽の奈良井宿の重要伝統的建築物群保存地区
にあるかつての造り酒屋を再生した宿泊施設の《歳吉屋 BYAKU 
Narai》が、各所に施された漆や和紙など伝統工芸の魅力を現代的
な空間の中に感じさせるもので秀逸でした。また、同奨励賞に選ばれ
た《湯野浜 亀やあかがね》は温泉ホテルの一室を芸術的に再生しよ
うとする試みで、施主の取り組みが大変意欲的なものとして評価され
ました。
特別賞《Port Plus 大林組横浜研修所》は、木造による高層建築
への挑戦であり、その技術的価値はもちろん、極めて秀逸な建築意
匠としての表現となっていました。また奨励賞に選ばれた《大阪中之
島美術館》《ミュージアムタワー京橋》はともに力作であり芸術的な
評価も高く、《台地のFORTE》も独特の存在感のある建築でした。
あいにく紙幅がつきましたが、今年も示唆に富んだ多くの入賞作品を
選出することができ、審査委員長として光栄に思います。

東京都内ですが、遠くは沖縄や隠岐島など全国各地にわたり、選考委
員の皆さんにおかれても体力的な負担をおかけしています。
そして現地審査が終了した後は、最終審査です。2018年から最終審
査を公開で行うことになりました。投票の経過や結果はそのまま会場の
スクリーンに映され応募者や会場参加者にも分り易くなりました。この
審査の終了時に受賞作が決定しました。

公開審査の様子



これは、森の秩序に基づいてつくった動的な場である。
写真家のスタジオ付き住宅では、仕事場としての緊
張感を保つための建築的な工夫が求められた。
樹木の隙間を建築化し、Y字型のボリュームを持つこ
の建築は、その3次曲面屋根とともに、動的な空間
体験を与える。住むことと働くことをシームレスに繋げ
ることで、森のなかを移動し続け、その過程で新鮮で
発見的な日常をもたらすことを意図した。
トップライトや曲面ガラスの開口部、中間領域として

の蚊帳テラス、スタジオの壁面を構成する黒色塗料
など、生活を支えるディテールはシンプルであることを
追求し、滑らかな体験に奉仕している。また寒冷地で
あることから、断熱・気密・床暖房のディテールにも気
を配った。

写真撮影：鳥村鋼一

写真撮影：鳥村鋼一

 ［応募番号：47］
所在地：群馬県甘楽郡下仁田町西野牧
主要用途：住宅、写真スタジオ
敷地面積：1,388.74㎡
建築面積：155.92㎡
延床面積：155.92㎡

作者：仲俊治 宇野悠里
 「写真家のスタジオ付き住宅」

晩秋の軽井沢に「写真家のスタジオ付き住宅」を訪ねた。
紅葉に染まる庭に、静かな佇まいで建っていた。設計家は「森の秩序に基
づいてつくった動的な場」と、作品概要の冒頭に記している。敷地には存
在感のある山桜が3本、ドッシリとあった。その樹木の隙間を縫い、Y字型の
ボリュームを持つ建物を配置し、三方からの壁面が支える構造となっていた。
シンプルで明解な建築だ。また3次曲面屋根も有機的で、森の中にうまく
溶け込んでいる。内部に入り、まず気付くのは自然との一体感だ。中央部
の三角天井からトップライトの光が注ぐ。
曲面ガラスの開口部は、内と外の視角的、さらには心理的交歓が育まれる
様に、小気味好い空間構成だ。曲面ガラスに添って続く卓上には、整頓
された本やオブジェが並び、写真家の知的でセンシティブな人柄を感じた。

選びぬかれたオブジェ群もさりげなく位置が与えられ、写真家の脳内配置図
とピッタリ一致しているのだ。
私は彫刻制作を続ける中で出合った好きな言葉がある。
「彫刻は精神が物質に宿ることを可能にし、物質と空間と時間との結び付
きを、科学的に証明するものだ。さらにそれを補足することができ、それも直
接的な方法でだ。」
私は現地に立ち会い、スタジオとしても住宅としても魅力的で、住む人が楽
しみながら大切に作り上げてきた空間と時間を感じた。
小舎な個人住宅だが、設計家の実力が存分に感じられ、他の多くの審査
員の賛同を得、AACA賞に決定しました。　　 　［選考委員：米林雄一］

写真撮影：鳥村鋼一Rの外壁に沿ったデスクと柱や間柱あわらしの背骨壁にはさまれたオフィス
樹木の隙間に３方向に広がるヴォリュームをおき、梁の勾配変化による曲面屋根を架けた

スタジオの右手の壁は黒色顔料仕上げで、光の当たり方によって表情を変える

第32回AACA賞



「しぜんに、 しぜんと」を理念とするこども園。
村の小道をくねくねと抜けた先の自然豊かな砂丘の
頂に位置し、 歩を進める毎にパラパラとシーンやニッチ
を展開し子供達に多様な拠所を提供する｡
「この園、誰のため、 何のため ?」をテーマとして、保育
の研究者、保育士、父母、地域住民を巻込みワークショッ
プを重ね、子供達や村のための園のあり方について
対話を積み上げ、 「村のように園をつくり、 園のように村
をそだてる」をビジョンとして定めた。

大きな材が運べない敷地条件のもと、 現場で小さな材
を組み合わせた木製トラスを作り、大きな保育空間を
作った。トラスの交点を間仕切り壁の上からずらして
載せることで、各室ごとに表情の異なる環境を作り出
すと同時に、 間仕切り壁の上部が抜け、 それぞれの環
境を緩やかにつなげている。
保育室、 更には園舎、 園庭を越えて周辺地域までを一
つの連続体とした「大きな保育環境」を構築した。

写真撮影：藤井浩司 TOREAL

写真撮影：藤井浩司 TOREAL

 ［応募番号：31］
所在地：新潟県新潟市西区五十嵐三の町西
主要用途：幼保連携型認定こども園
敷地面積：6,995.16㎡
建築面積：1,586.56㎡
延床面積：1,101.58㎡

作者：東海林建 平野勇気
 「山五十嵐こども園」

敷地は、新潟県の日本海側に続く砂丘群がつくりだした緩やかな尾根に
沿ってひろがる集落のはずれにある。この立地環境を最大限に活かすため
の建築家の創意が、優れた空間と環境に結実しているのであるが、このこ
とは、三つの観点から評価できそうだ。　　
一つめは、敷地の微地形に対するセンシティブなサイトプランと建築の平面・
断面計画である。尾根に相当する部分の南側エッジのラインに沿って建
築平面の東西軸が設定されていて、これにより、きわめて効率的な諸室の
配置と主動線を実現すると同時に、屋外への視線を含む室内環境の多様
性をもたらした。年齢別の保育室をつなぐL字型の回廊は緩やかに蛇行し
つつ外部に開かれ、園庭をへだてて園児の送り迎えの様子を集落の日常
風景の中に折り込んでいる。
二つめが、寸法の大きな材を運び込むことができない狭隘な道路条件の立
地を逆手にとった構法である。現場で小さな材を組み合わせた木製トラス

をつくり、それらを組み合わせる手法が採用されている。頂点が上向きの山
トラスと下向きの谷トラス、これら二種類のトラスの交点を間仕切り壁の上
にずらして載せることで、各室ごとに表情の異なる空間をつくりだすとともに、
壁の上部に抜けを確保し、全体が緩やかにつながる空間のおおらかさが感
じさせる。
そして三つめが、敷地の面積的余裕と周辺の多様な環境を保育に活かす
ための「境界の弱さ」である。園児の安全・安心をことさら強調するあまり、
外に対して閉鎖的であることがデフォルトになりつつある保育施設にあっ
て、このコンセプトは新鮮であった。集落に開くことによって、集落全体で子
ども達の居場所を見守る、かつてはあたりまえであったコミュニティのあり方
を取り戻そうとする姿勢が、施主、保護者、建築家に共有されたことの顕れ
であろう。「園を村のように作り、村を園のように育てる」という幸せなストー
リーが紡がれる場所である。　　　　              　［選考委員：宮城俊作］

写真撮影：藤井浩司 TOREAL5歳児室を見る。トラス交点と間仕切壁の位置がずれ、隣室同士の空気や気配がつながる

園庭（敷地北側）より、園舎外観を見る。家のような灯り環境を計画した

ムッレの森（敷地南側）より、村の特徴が反映された園舎外観を見る
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作者：建築・監理 : MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO /原田真宏 原田麻魚 野村和良　 構造：KMC /蒲池健
設備：テーテンス事務所 /村瀬豊　設備アドバイザー：森田和義　サイン・展示デザイン・ネーミング：日本デザインセンター 三澤デザイン研究室

 「Entô」

日本海に浮かぶ隠岐島からフェリーで１時間、 Entoのある西島は、島前と呼
ばれる人口１万人を割る離島で、海士町の地方活性政策は以前から知ら
れている。
羽田空港を出てから６時間、 Entoはフェリーが港に入る直前に島陰から我々
を迎えるように忽然と目の前に現れた。フェリーからの外観はグリッド状の
木構造のみで驚くほど透明度が高く、「島全体をホテル」と見なすとする町
の観光計画を明快に示しているようにシンボリックな建ち姿であった。
設計者が大変に得意とするCLT版の構造が、離島の建築に実にうまくい
かされている。全ての仕口・継手をはじめサッシュや設備スリットまでも精密
に本土の工場でプレカット加工されて運ばれ、島ではプラモデルを組み立て
るように現場施工、短時間で完成したという。CLT版加工工場・海士町・
意匠構造設計事務所の間に、人と物の移動のない「リモート構法」で、コ
ロナ禍においても「離島」という地理的制約を受けることなく施工された。
この構法を最大限に活かした建築設計の見事な勝利と言える。

シンプルな構法で生まれた客室からの眺望、穏やかな海に向けて全面ガラ
スの開放感が抜群だ。2015年にユネスコ世界ジオパークに登録されたこ
の地域の自然に溶け入るように、建築の内外を忘れるような環境との一体
感が、身体に五感に染み入ってくるように透明度が確保されているのが素
晴らしく、清 し々い宿泊の空間と時間が体感できる。
このEnto施設の一部に、ジオパークミュージアムが設けられているが、文
化活動は、実にスマートな運営がなされていて知識欲を促してくれる。
建築と行政が島の人 と々ともに渾然一体となって「まるごと島ホテル」とし
て島の活性をもたらす素晴らしい取り組みが随所に感じられました。
建築が単なる建築物ではなく、その土地とのさまざまなグローバルな繋がり
や連携、展開を可能とし絡み合って実現していくのは、これからの公共建築
の役割やあり方として重要なことと思います。
遠島での新しい建築の有り様を、合理的に美しく具現化したところを高く評
価したいと思います。　　　　　　　        　　 ［選考委員：藤江和子］

写真撮影：鈴木研一

“離島”というホテル
人口2000人の隠岐島・海士町は、2015年にユネ
スコ世界ジオパークに認定された。世界中からの来
島者を受け入れるため、「島全体ホテル」をコンセプ
トとし、この「Entô」を計画した。皆無といっていい
島内建設産業力と、地球へのリスペクトから、本土で
ほぼ全ての工程が済み、環境問題にも応える全面
CLTパネル構法を採用している。部材は3Dモデル通
りに精密にプレカットされるが、その加工データはネット

を介してやり取りされるため、人と物の移動は最小化
され、離島という地理条件によるデメリットを大幅に
解消している。また、自主開発したCLT製モノコック
構造の利点を活かして、客室では広い間口を全てガ
ラス開口とし、ジオパークの自然景観を最大限味わえ
るように工夫している。ホテルのコンセプトやアメニ
ティ、サービスに至るまで、総合的に監修し、純度が
高く特別な「離島ならではの世界観」を実現した。

 ［応募番号：25］
所在地：島根県隠岐郡海士町福井
主要用途：宿泊施設
敷地面積：5,666.21㎡
建築面積：781.32㎡
延床面積：1,639.67㎡

写真撮影：鈴木研一

写真撮影：鈴木研一

「島全体ホテル」のコンセプトのもと島民が運営全般に関与する地方活性化プロジェクト 

既存棟と新築棟をつなぐ「ホール /テラス」。庇付きのイベントスペースでもある

「間口：広く/奥行：浅く」計画された客室は、ジオパークに抱かれたような体験を得る
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作者：香山・久米・根路銘設計共同体
　　  長谷川祥久 兒玉謙一郎 根路銘剛次 望月麻衣 角沢聡子 岡本賢吾 香山壽夫

 「那覇文化芸術劇場 なはーと」

那覇市内中心部に近い久茂地小学校跡地に計画された大小二つのホー
ルと練習室などからなる複合文化施設。表通りから一歩引き込まれた立地
ですが、遠くから垣間見えるだけで、その外観の存在感に圧倒されます。何
よりも執念にも似た情熱を感じさせるのが、その外観を覆う最も高貴とされ
る首里花倉織をモチーフとしたスクリーンで、HPC（超薄肉コンクリート板）
を二度に分けて打設して製造されています。とかく閉鎖的な量塊になりが
ちなホール建築にあって、透過性を持ち、また沖縄の光の中で細かい陰影
を生み出す独特な外皮となっています。内外に用いられたすべて既成のパ
ターンのものだそうですが、沖縄独特の花ブロックの壁面とあわせて、立地
する沖縄の風土を感じさせる造形となっていました。
プロポーザルの段階から提案の中心となっていた「ウナー」と呼ばれるアト
リウム的な中庭空間は、首里城の「御庭」に倣ったもので、人々が集まり、
行き交う場としてとても活気があり親しみの持てるものとなっています。この
ウナーに面して置かれたリハーサル室でもある多目的なホールスペースは、

表通り側にも開放することができ、この中庭に開放性を与えています。また、
ここから見上げる上階の練習室は、二重ガラスを巧みにデザインして、吹き
抜け側を切り下げて練習室内部のアクティビティを伺わせるものとなってお
り、練習室内部からもウナーを開放的に見下ろせるものとなっていてとても
好感が持てました。
大ホール内部は明るい沖縄の海中を思わせる色彩と、バルコニー部の手す
りの割肌タイルが醸し出す珊瑚礁のような質感が効果的で、南国を感じさ
せます。これに対して小ホールは高貴な色のイメージが首里城を連想させ、
それぞれに固有の雰囲気を楽しませてくれます。
内外に造られたさまざまな広場的空間も、様々な出し物やイベントに活用さ
れているようで、ホールの賑わいが周辺の街角にも溢れ出す様子が想像で
きます。全館があたかも大きな沖縄の「アシャギ」を思わせる、人 を々迎え入
れる懐の豊かな空間と見受けられます。　　　    ［選考委員：古谷誠章］

「なはーと」は那覇市のみならず、沖縄を牽引する舞
台芸術創造拠点であると共に、市民の日常的な集い
や交流の場を生み出すことを目的とした。外観は、建
物全体を織物のような皮膜で包むことで、住居と商業
施設が混在する中心市街地の中で巨大な劇場施設
を周囲のスケールと調和させた上で、新たな那覇の
顔となることを目指した。また施設は全方向に開き地
域との繋がりを持たせると共に、 沖縄・那覇地域独自
の要素を取り入れた空間としている。広場としての「ウ

ナー（御庭）」を中心に、 「スージグワー（路地）」のような
通り抜け通路を設けて、賑わいと回遊性を高めた。ウ
ナーは3層吹抜けで、 練習室や劇場のホワイエが立
体的に表れ、活動の賑わいに包まれる。外観の皮膜
は 「首里織（花倉織）」の構成を再現することで、日差
しや視線を和らげ、この場所ならではの景観をつくる
と共に、「アマハジ（雨端）」としての軒下空間を生み
出し、 人 を々優しく迎え入れる。

 ［応募番号：5］
所在地：沖縄県那覇市久茂地
主要用途：劇場
敷地面積：9,736.54㎡
建築面積：5,994.22㎡
延床面積：14,576.26㎡

隣接した街路と繋がり、柔らかく光が差し込む、外部空間のような屋内広場「ウナー」

首里織皮膜が沖縄の強い光を和らげ、その織物の影が建物内部にも豊かな表情をつくる

施設を柔らかく包み込む首里織皮膜が、周辺環境と調和し地域のランドマークとなる
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写真撮影：小川重雄

写真撮影：小川重雄

写真撮影：小川重雄



作者： 照内創（（株）SO&CO.）土橋悟（（株）都市環境研究所）
 「yodge」

郡山から車で南に50分、福島県中部の玉川村からさらに6km 離れた山
間に自然豊かな四辻地区がある。2006年廃校になった分校校舎を用途
変更して、修 /改築による観光 /宿泊 /レストラン/屋外体験施設がこのプ
ロジェクトである。作者は東京に事務所を構えながら4年間、役場 /村人た
ちとの交流を重ね、親しみやすい日常施設、時に特別な舞台を用意した。
普通教室 /職員室 /資料室などを宿泊5室に、音楽 /体育室をカフェレスト
ランに、2011年震災で解体した普通教室を取り除いて屋根付き屋外テラ
スに。このテラスは大型引き戸で屋内施設としても利用、大型キッチンが
併設されて食のイベントが開かれる。
「yodge」という聞き慣れないタイトルの由来は？「your lodging」/「あな
たの泊まる宿」が短くなって「yodge」になったというのが私の解釈。「四

辻地区」の村人たちはこのレストラン /共同施設は「四辻の離れ」で、
「yotsuji」を短く「yodge」と呼んでいると聞いた。施設の案内は日本語
と英語のバイリンガルが徹底している。村役場はすでに欧米、東アジアか
らの旅行者の案内を前提にしているからだ。
懐かしい思い出豊かな木造平屋 /切り妻校舎の妻側がアプローチに選ば
れ、壁を取り外した大ガラス面からは教室の天井材を取り外した屋根組み
が露われ、この施設の爽やかさ、透明感を演出。教室の間仕切を移動して
片廊下を2倍半に広げ「四辻ギャラリー」と命名。一方 長手の正面校庭を
優しい堤 /土手が弧を描いて囲み、堤の上にはテーブル /ベンチとして可能
な平板の木が巡らされ、多様な活用が期待できるランドスケープである。

 　［選考委員：川上喜三郎］

写真撮影：若林勇人屋根下テラス：増築部は屋内外一体で利用可能な大空間。大型引戸により車両通行可能

風景と地域の継承
福島県玉川村、その中心部から最も離れた自然豊か
な四辻地区にある。2006年に閉校となった旧四辻
分校は背後に斜面が迫っており、単純な施設保存を
村は考えていたが、我々が検討に加わり、村全体の
活性化の構想・計画づくりを行い、地域活性化の拠
点となるべく、複数の安全対策によって用途変更を
可能とした。携わった4年間で多くの卒業生や地域
の方と話す機会を持ち、そこでの意見を基に、壁・床

板等は丁寧に剥がして保管し、耐震補強・断熱工事
後に再利用することで、居住性、機能性を向上しつつ、
人々の記憶に強く残る校庭からの風景を継承してい
る。東日本大震災の影響で減築された部分まで増築
し、往時の外観を取り戻すとともに、屋根上テラスの
塔屋は、棟を越えない高さに抑えた。観光客だけでな
く、地域の方々が今まで通り気兼ねなく立ち寄れる場
であり続けること、いつも人々が居る場であることが、
建物を生かし続けると考えた。

 ［応募番号：4］
所在地：福島県玉川村四辻新田字村中
主要用途：宿泊施設、飲食施設
敷地面積：4,232.20㎡
建築面積：509.01㎡
延床面積：502.18㎡

写真撮影：若林勇人四辻ギャラリー：旧教室の間仕切りを移設し、WS等でも利用可能な幅広な共有空間

写真撮影：若林勇人屋根上テラス：校庭からの既存の外観を残すため、棟の高さを超えない高さに設定した
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作者： 遠藤克彦（株式会社 遠藤克彦建築研究所）
 「大阪中之島美術館」

この建物を最も印象付ける特徴は63m角（正方形平面）×26ｍの黒いボ
リュームである。敷地は大阪中之島、堂島川と土佐堀川に挟まれた一角
にあり、周りには国立国際美術館、大阪市立科学館など公共の施設が隣
接している。北側の堂島川から見ると、周囲の様々な複雑な表情を持つ高
層ビル群の中に、黒いボリュームが静かにかつ「凛」として、ひときわその存
在を際立たせている。大変印象的な光景である。設計者はこの黒い外観
の「黒」を感じさせるため、PC版に玄昌石の砕石と砕砂、黒色顔料を混ぜ
たコンクリートをウォータージェットで洗い出すことにより、表面の微細な陰を
創り出し、さらに表面をコーティングすることにより、深い味わいの「黒」を実
現している。
敷地の高低差を利用して2階にエントランスを設けている。それに至
るランドスケープは開放的であり、適量の緑とパブリックなアートが配
され、美術館に入るエントランスまでの道程が楽しい。入り口を通過
して、パッサージュに入ると大きな吹き抜けの空間があり、その一部は
最上階の5階まで連続しそれぞれの展示階のパッサージュと繋がっ

ている。この吹き抜け空間には上下階をつなぐ、「上り」「下り」の長
いエスカレータが設置され、来場者の「動き」が見えるとともに、この
吹き抜けを介して上下階の人々の「動き」や空間の繋がりを感じるこ
とができ、楽しい空間でもあり安心感も持てる。内部の仕上げはプ
ラチナシルバー塗装のスチールルーバーで精密に仕上げられ、展示
室に至るまでの心の準備空間とでもいえるシャープで禁欲的な設えである。
4階、5階のパッサージュはそれぞれ東西方向、南北方向に開かれ、突き当
り全面からの自然光と室内の照明により落ち着いた心地よい空間となって
いる。このように美術館に至るまでの道程や展示室に至るまでの道程、滞
在空間など、ここを訪れる人々にとり十分に心地よさを感じさせる設えがこ
の建物の価値を高めている。また、この「黒い」美術館全体が中之島の都
市景観の中にアートを感じさせ「潤い」をもたらしているものになっていると
評価するとともに、時間の経過とともに変わりゆく都市景観の中でさらに輝
きを増すことを楽しみにしている。　　　　　　　［選考委員：東條隆郎］

写真撮影：上田 宏

大阪中之島美術館は、堂島川、土佐堀川という二つ
の河川に挟まれた大阪中之島に位置しています。佐
伯祐三や吉原治良に代表される大阪が育んだ作家
の作品を中心とした、第一級のコレクションを所蔵す
る芸術拠点として2022年2月に開館しました。設計
コンセプトは、「さまざまな人と活動が交錯する都市の
ような美術館」です。誰もが気軽に訪れ、学び、くつ
ろぎ、愉しみ、触発され、そして発信する、いわば「都
市空間」のような美術館として設計しています。

建物には「正面」をつくらず、全方向からの人の流れ
を複数のエントランスで面的に受け入れる計画とし、1・
2階は都市に開いて、美術館を訪れる人以外も普段
から利用できるような公共性を提供しています。印象
的な黒いヴォリュームは建物内に立体的に計画され
た「パッサージュ」によってくり抜かれ、展示室はもちろ
んのこと、その大きな吹き抜け空間も市民が美術と触
れ合うためのデザインとしています。

 ［応募番号：50］
所在地：大阪府大阪市北区中之島
主要用途：美術館
敷地面積：12,870.54㎡
建築面積：6,680.56㎡
延床面積：20,012.43㎡

写真撮影：上田 宏

写真撮影：上田 宏

4階よりパッサージュを見下ろす。1ー5階まで連続した吹抜け空間となっている。

4階パッサージュには、ジャイアント・トらやん（ヤノベケンジ）を設置。

北東交差点より。つづら折りのアプローチにより2階へとつながる。
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作者： 中本太郎 矢野雅規 小林哲也 李宇宙
 「ミュージアムタワー京橋」

建て替え前の建築は1951年に創業者石橋正二郎が当時最先端のニュー
ヨークのアールデコ建築を彷彿とさせる本社ビルで、ブリヂストン美術館を
併設させることで長年愛されてきている芸術文化の拠点を東京の玄関口
である八重洲に作り出していた。新しい計画は旧建築からの理念である文
化都市の建築の視点を大切にすることを基本としている。隣に新築される
新TODAビルと一体となる開かれた美術館によるアートスクエアという空
間によって都市の文化的使い手の視点を大切に芸術文化街区「京橋彩
区」を作り出す試みはこれからの都市空間を豊かな場所にする貴重な試み
で、特区に指定されたことは特筆に値する。
建築は都市型高層ビルの三層構成即ち、中景となる胴体部分を働く場所
である賃貸オフィスに、アイレベルからの近景で基壇となる部分の低層部
に街に開かれた美術館を配置し、遠景となる頭部は中央通りと八重洲道
路との交差点を示す特徴的なスカイラインを持つ魅力的な“建築”となって
いる。その意味では、低層部の美術館のアクティビティが東京の玄関口で
ある交差点にもう少し現れてほしかった。

オフィス部分においては環境配慮のためのコンピューテーショナルデザイン
で、「離散型ルーバー」と水平バルコニーで、刻 と々変化する太陽光調整、
各階個別の自然換気、配管、清掃等のメンテナンスを可能にしている。「離
散型ルーバー」は特別に計算された美しいアルミの押し出し金物で、楕円
の外形線の中で場所ごとに有効な形態をその多様な組み合わせによって
生み出している。設計者の優れた力量と追求によって生まれた美しく有用
性を持った外皮であり、時時刻刻変化する太陽の光を繊細に映し出し、都
市景観に生き生きとした変化をもたらしている。縦ルーバーが室内からの景
色に影響があることへの意見もあったが、実際の空間ではレースのカーテ
ンのように乱雑な周囲の都市景観を和らげ、　集中できる空間となっている
と感じた。
クライアントの芸術文化に対する理解と設計者の先端的課題への挑戦の
姿勢が融合した美しく優れた建築としてAACA賞奨励賞にふさわしい作品
である。　　　　　　　　　　　　　　　       ［選考委員：堀越英嗣］

写真撮影：野田東徳 /雁光舎

開放系の超高層─美と技がつなげる都市・環境・
アート
東京駅前、京橋に建つ、ハイグレード賃貸オフィスと
美術館からなる超高層建築である。1951年当時の
最先端建築であった旧ブリヂストンビルを同地に建て
た創業者の哲学を継承し、社会環境と技術の先端を
デザインで体現した新たな価値創造が求められた。「ま
ちに開かれた芸術・文化拠点の形成」を柱とした特
区を軸とし、地球環境や地域への影響の大きい大型

建築の使命を最大限に果たすべく、最先端技術によ
る環境負荷の削減と同時に、都市空間や人の活動
を内に取り込み、水平・垂直に広がる開放系の超高
層を目指した。ハードとしては、コンピュテーショナルデ
ザインによる離散型ルーバーをはじめ、無数の本邦初
となる美と技の徹底した統合を試みた。アートを軸と
したエリアマネジメント活動等の建築の枠を超えたソ
フトとの融合で、街とアートがつながり、働くことを刺激
する、芸術文化を楽しむ体験となる。

 ［応募番号：28］
所在地：東京都中央区京橋
主要用途：事務所、美術館 
敷地面積：2,813.74㎡
建築面積：2,212.83㎡
延床面積：41,829.51㎡

写真撮影：野田東徳 /雁光舎

写真撮影：野田東徳 /雁光舎

季節や時間に応じて移ろう、離散型ルーバーによる“光のカーテン”としてのファサード

自然とオフィスが地上120mで融合したスキップフロア型屋上庭園

開かれた美術館を象徴するアーティゾン美術館の展示ロビー
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作者： 佐藤達保
 「台地のFORTE」

この作品は建築家の自邸である。先ず、注目したのは、高低差10mほどの
崖地の上に擁壁をさらに高くしたような外装を施した1階部分の上に、木造
の透明感のある平屋に見える建物があることである。敷地は大阪市の天
王寺から南へ 2㎞ほどのところに位置する。上町台地と言われる大阪の歴
史的な骨格をなす台地の西端にあり、台地の北の先端部には大阪城があ
る。設計者は自邸を計画するにあたり、丹念に土地を探し、この敷地を探し
あてたとの事である。
1階のガレージ側から内部に入ると、三和土仕上げの通路状の「通り土間」
があり、突き当りの開口部からと二階に通じる軽やかな階段から自然光
が差し込み、柔らかな明るさの心地良い空間である。土間に沿って、右
側は構造材LVL（38×280）をそのまま表しで利用した収納棚、左側にプ
ライベートな生活空間が納められている。主寝室と奥にある浴室には小

ぶりなライトコート「箱庭」からのみ柔らかな光が注いでいる。1階は開口
部も少なく抑制された空間の中ありながら「自然の光」や「木」、「通り土間」
など巧みな自然の素材の活用が温かみのある空間を創り出している。
「通り土間」やから階段を上がると、三方が大きく開かれた、とても明るい開
放的な居間空間が突然現れる。正面は、大阪の西一帯を見渡せ、まさに
天守閣にいるようである。天井まである大きな引き戸を全開放すると、テラ
スと一体となった大きな半屋外空間となり、外の広がりを内部まで取り込ん
だこの空間は、建物の規模を感じさせない豊かな気持ちにさせる。
特異な敷地の持つ可能性を最大限引き出し、さらに、木質や自然の材料
の吟味や、その材料の使い方、緻密で繊細なデティールがこの空間を心
地よいものとしている。ダイナミックでありながらとても心地よい空間の「住
まい」が実現している。　　　　　　　　　　　［選考委員：東條隆郎］

写真撮影：平井広行

夫婦と子ひとりの小さな住宅である。敷地は大阪の
地勢的骨格、上町台地のまさにエッジ上にある。高
低差10mもの崖、風致地区による建築制限が敬遠
され、長らく都会の空白であった。既存擁壁を壁面後
退として再評価し、敷地の短所を長所に反転すること
で、実質建蔽率が高く眺望のよい魅力的な場所へと
化けさせた。敷地に力強く寄り添ったこの建築を「台
地のFORTE」と名付けた。FORTEとは、「強調、長
所、城塞」という意味である。

台地断面を延長するようにボリュームを持ち上げ、1
階を「台地の地中」2階をその「てっぺん」に見立てた。
前者は陰翳礼賛の世界として生活機能を、後者は花
鳥風月の世界として自然光や卓越風を心地よく導入
した。両世界観のはざまで、家族の気配や朝夕の変
化、日常に見え隠れする自然を感じさせる生き生きとし
た住処を目指した。仕上げは適所に手触りのある材
料や、大工の手刻みによる仕事にこだわり、時ととも
に味わいを増すように心掛けた。

 ［応募番号：48］
所在地：大阪府大阪市阿倍野区橋本町
主要用途：住宅
敷地面積：185.69㎡
建築面積：67.12㎡
延床面積：106.30㎡

写真撮影：平井広行

写真撮影：平井広行

台地の「てっぺん」。上町台地から見渡す花鳥風月の世界。大型引戸を全開にして、テラスと連続した半屋外的な空間となる。
台地の「地中」。上町台地の中の陰翳礼讃の世界。私的な空間を配置し、抑制した開口や箱庭から光と風を取り込む。

急峻な敷地を補強して上町台地の形をそのまま持ち上げたボリューム。敷地の短所を長所に反転し、都市にありながら自然の変化を感じる住まい
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作者： 株式会社大林組設計本部
　　  伊藤泰 堀池隆弥 伊藤翔 高山峻 太田真理 辻靖彦 岩井洋 西﨑真由美

 「Port Plus 大林組横浜研修所」

日本国内初の純木構造の高層建築である。それを実現する為に様々な
初めてのディテール開発や工法開発が必要となり、その為の多大なエネル
ギーが消費された事を感じさせる。耐火木構造体は芯材となる柱・梁材を
耐火被覆で包み、更に表面材として燃え代材で覆う仕様としている。柱梁
材を一体とした十字型のユニットをドリフトピンという棒鋼で接合して組み上
げていく方式で、ジョイント金物等の使用を極力避ける工法が開発された。
この剛接仕口の十字架型ユニットは工場製作により、生産性の向上に寄
与している。柱・梁・床の全てを木造耐火被覆として様々な検証及び実証
試験により高層純木造耐火建築物を実現した。
建築用途は自社の研修施設である事から自由な発想の内部空間を構想

し、各階が異なったプランで様々な研修スペース、コミュニケーションスペー
ス、リラクゼーションスペースを構成している。
吹き抜け空間や植栽と一体となった外部空間の取り組みや外気導入のダ
ブルスキンの採用、自然素材の仕上げ材等環境配慮を細やかに計画し、
あらゆるところに木の暖かみを充分感じる事が出来る。
外装の木架構は全面ダブルスキンのガラスカーテンウォールで覆われて、
架構表面の木の風化を防いでいると共に現代的な表現に成功している。
様 な々環境問題から木造が見直され、本格的な大架構建築や高層建築の
時代が始まって、この建築はその嚆矢となる作品として特別賞に値する。

［選考委員：岡本 賢］

Port Plus 大林組横浜研修所は、日本初の高層純
木造耐火建築物であり、木材利用が強く求められる
今日の社会において建築の可能性を示した計画であ
る。用途は研修所であり、木造木質空間を活かした
上でIoT諸技術と融合したバイオフィリックデザインを
徹底し、ユーザーの健康増進と、人・物・環境への様々
な気づきを提供する「これからの知を育む場」をデザイ
ンした。研修スペースは内部・外部で多様な吹抜で
空間を繋げることで他者や環境への気付きを促す。

また、木造の柱 /梁は架構剛性を確保する「剛接合
ロユニット」を開発し、工場でユニット化するため生産
性の向上に寄与する。地上部の柱・梁、床、壁、屋根
のすべての木造部分の耐火仕様は、部材ごとに認
定仕様が定められ、部材接合部の耐火仕様の勝ち
負け、変形に追随するディテール、熱橋にならない部
材取り付け方法の検証及び実証試験を実施し、高
層純木造耐火建築物を実現した。

 ［応募番号：19］
所在地：神奈川県横浜市中区弁天通り
主要用途：研修所
敷地面積：563.28㎡
建築面積：397.58㎡
延床面積：3,502.87㎡

誰もが木造建築を体感することができるように都市と街に開かれたピロティ

外部環境を取り込む吹抜テラス、
そこから連続する居心地のよいワークスペース

十字型ユニットで構築された木構造体を
可視化させた都市に建つ高層木造建築
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木曽路・奈良井宿にある築200年のかつての造り酒
屋「杉の森酒造」を、宿・レストラン・浴場・酒造りエリ
アを併設する小規模複合施設へ再生した。奈良井
宿は重要伝統的建造物群保存地区に登録されてお
り、約1kmにわたって美しいまち並みが残る。
発見された明治時代の図面や現地に残る痕跡をもと
に、商家の特徴的な間取りと照らし合わせ、ハレ/ケ、
ミセ/オクなどの文脈を読み解き客室八室全てに異な
るテーマを設定した。

外観や構造体の保存規制の中で耐震性能や温熱
環境、防災、遮音機能の向上を図ると共に、古民家
の持つ歴史的背景や空間、架構、設えなどと丁寧に
対話を繰り返し、残すべきものと新しく挿入するものを
精選しデザインへと昇華した。また、地場材や漆など
の工芸を各所に使用し、宿泊や飲食を通して深く地
域や歴史に触れ発信する場として新鮮な驚きや発見
がある空間を創出することを大切にした。

写真撮影：TOREAL 藤井浩司

写真撮影：ロココプロデュース 林広明

 ［応募番号：13］
所在地：長野県塩尻市奈良井
主要用途：旅館、飲食店舗、公衆浴場、工場
敷地面積：1,816.37㎡
建築面積：1,018.37㎡
延床面積：1,182.71㎡

作者：株式会社 竹中工務店  美島康人 長谷川裕馬
 「歳吉屋―BYAKU Narai―」

木曽街道沿いの奈良井宿は、江戸期の宿場町の建物が約１kmにわたっ
て連なる重要伝統的建造物群保存地区に登録された美しい街並みが残
る。築200年のかつての造り酒屋の、ミセ、オク、酒蔵、味噌蔵、物置、全
ての建物の調査をもとに、耐震性能・遮音性能、温熱環境、防災機能を
向上させて、8つの客室、レストラン、浴場、酒造りエリアを併設した施設に
再生させた。
特筆すべきは、残すべきものと新しく挿入するものの選択眼である。白い土
蔵の塗壁と礎石をそのまま庭の路地の一部として取り込む、時代の痕跡を
残す古い壁をそのままインテリアに使ったり、時には居間の床レベルを下げ
ることによって外に広がる山の景色が見えるように設えた。一方で、ベッド
やソファなどの新しい家具の形状や色、質感に細心の注意を払って古民

家再生のプロジェクトが陥りがちな「ジャポニカ・テイスト」から免れることが
出来た。加えて、オーナーの家に伝わる掛け軸や屏風などを骨董品として
飾るのではなくインテリアの一部として使ったり、昔ながらの小さな神棚を現
代に生かしたり、地場の木材を使った風呂場の小さな椅子、有明行燈の修
復など、この土地ならではの歴史的背景のある工芸を各所に使って新鮮な
和の空間を創り上げたことが、美術工芸賞として評価された。
今後は、手すりのない急な階段や小さな飛び石が連なる庭の改修など、高
齢者が過ごしやすい環境を整える工夫も必要となろう。また、敷地の奥に作
られた木曽漆の立派なカウンター・テーブルを備えたバーに街道から気兼
ねなく入れるようにすれば、地域の方々や他の旅館の宿泊客の唯一無二
の高歓の場となるのは間違いない。　               　　　［選考委員：近田玲子］

写真撮影：ONESTORY客室（旧カッテバ）：既存天井を撤去し、梁や漆喰壁を現しにて当時の空間を再現した

レストラン（旧仕込蔵）：2層吹抜にした空間の奥に再興した酒造りの気配を感じる

外観：重伝建の外観は保存し、間接照明のみを追加し夜の表構えの表情を柔らかく更新した
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山形県湯野浜温泉「亀や」の客室改修。「客室をアー
ト」に見立てた「ギャラリーズ」プロジェクトとして改修
された一室が「あかがね」である。
日本海の厳しい環境に対峙してきた風土と歴史を地
域固有の「銅板」技術と江戸時代の湯野浜温泉の
ルーツである「浜の湯壺」を現代に翻案し、宿泊＝場
の体験のアートとして日常と並走させるそんな思いが
込められている。
善寳寺をはじめ、雪深く風雨に耐える出羽三山や庄

内の社寺は、美しい銅板屋根が特徴。時間とともに
変色する銅板を時間素材の題材とした。銅板曲面で
一体となった壁・天井が、湯野浜の風景を映しながら
変色し経年変化を重ねていく時のデザイン。
柔らかな銅に包まれるような空間の中に、蟇が傷を癒
やしたという浜の湯壺を一室空間におおらかに設置。
湯気・湿度の高いバスタブゾーンと適度に乾燥した
快適さが求められる寝室ゾーンを気流で分節し、異な
る温熱環境を併存させた。

 ［応募番号：46］
所在地：山形県鶴岡市湯野浜
主要用途：旅館
敷地面積：4,239.64㎡
客室面積：40.23㎡
延床面積：10,124.68㎡

作者：加藤詞史（加藤建築設計事務所）岩田英里（岩田組）阿部公和（亀や）
 「湯野浜・亀や あかがね」

日本海に直接面して建つ創業 200年の老舗旅館「亀や」の客室である。
鶴岡市の郊外、湯野浜温泉郷にある。わずか40㎡のインテリアデザインと
いう今までにないタイプの応募作品である。
地元固有の銅板技術と「浜の湯壺」の伝統を念頭において、日本海の厳
しさと対峙してきた豊かな風土と歴史を、体現できる空間を創ろうとしたもの
だ。作者は銅板の赤銅から緑青への変化を、体験と時間がデザインされる
ものだと表現しているが、気候の厳しい外部と違って室内ではどうなるのか
は実はよくわからない。ただ素材にこだわって銅板の「屋根」を想起しなが
ら天井に貼り、温泉の浴槽を前面においたという独創には注目したい。
今回最も評価されるのは、旅館亀やの、アートや建築に対する深い造詣と

作者や作品に対する大きな思いである。客室を改修するにあたって、亀やは
「客室をアート」に見立てたギャラリーズ・プロジェクトを立ち上げた。この「あ
かがね」をふくめて数人の建築家を招いて一部屋ずつ独自の改修を行うこ
とにしたのだ。またこれらの客室の前にはそれぞれのテーマを展示するギャ
ラリーが設けられていて、部屋に入る前にテーマを予感させてくれる。
この取り組みは長年にわたって続いている。亀や社長のデザインやアート
への深い理解、客室運営の新たな経営方式の工夫、地域への思いなどそ
の姿勢に触れるにつけ、このアートプロジェクトの今後の大きな可能性を強
く感じる。銅板のインテリアには若干の物足りなさはあるものの、期待を込
めて美術工芸賞奨励賞を送ることとなった。　 　［選考委員： 可児才介］

気流をシミュレーションし湿度の高いバスまわりと適度に乾燥した温熱環境の混在を実現

落陽とともにゆっくりと流れる時間に年月を重ね、変色する銅板に手仕事を感じる

壁・天井が一体となった銅板菱葺きが日本海の景色を細かく分節化し、室内に映し出す

第32回AACA賞 美術工芸賞奨励賞

写真撮影：加藤 詞史

写真撮影：加藤 詞史

写真撮影：加藤 詞史



応募作品一覧第32回AACA賞 入選

作者：川島範久 國友拓郎
所在地：愛知県豊田市
応募番号：11

 「森と人の輪 立田山憩の森・
お祭り広場公衆トイレ」
 作者：曽根拓也（山下設計）坂本達典（山下設計）
前原竹二（山下設計）内村梓（山下設計）
 所在地：熊本県熊本市北区乗越ヶ丘

 「名古屋機材センター」
 作者：石黒紘介
 所在地：愛知県江南市和田町中島

 応募番号：3

 応募番号：8

 応募番号：12

 応募番号：2

 応募番号：7

 応募番号：10

 応募番号：1

 応募番号：6

 応募番号：9

 「ＴＯＫＹＯ ＴＯＲＣＨ 常盤橋タワー」
 作者：高野大樹 矢野晃一郎 中村教祐
 所在地：東京都千代田区大手町

 「港南公会堂及び港南土木事務所」
 作者：新居千秋
 所在地：神奈川県横浜市港南区港南中央通

 「アパートメントＳ」
 作者：塚越智之 宮下淳平
 所在地：東京都世田谷区新町

作者：大成建設（株）一級建築士事務所
　  　高島謙一 土井健史 原田健介
 所在地：兵庫県神戸市中央区新港町
応募番号：53

 「GREEN SPRINGS」
 作者：（株）スタジオタクシミズ （株）ランドスケープ・
プラス （株）山下設計  （株）大林組
 所在地：東京都立川市緑町

 「HOTEL THE MITSUI KYOTO」
 作者：吉田進一 末森憲義
 所在地：京都府京都市中央区油小路通二条下る
二条油小路町

 「三宅町交流まちづくりセンターMiiMo」
 作者：ジオ-グラフィック・デザイン・ラボ
前田茂樹 中野照正　
 所在地：奈良県磯城郡大字伴堂

 「GOOD CYCLE BUILDING 001 淺沼組
名古屋支店改修 PJ」
 作者：川島範久 國友拓郎（川島範久建築設計
事務所）石原誠一郎 長谷川清（淺沼組）
 所在地：愛知県名古屋市中村区名駅南

 「豊田の立体最小限住宅」

 「神戸ポートミュージアム」

写真撮影：田中克昌

写真撮影：Jumpei Suzuki

板の間

踏込

炉

板の間

押入

1/15

1/
15

所在地：横浜市港南区港南中央通 10-1
発注者：横浜市　用途：公会堂、土木事務所
構造規模：RC造 /S 造　地下 1階　地上 3階
敷地面積：3007.95㎡　建築面積：1920.69㎡
延床面積：5940.57㎡

港南公会堂及び港南土木事務所 厳しい制約下で生み出した、市民のための居場所

限られたスペースで変化に富んだ空間を生み出す区の花であるヒマワリをモチーフとした、市民に親しまれる公会堂

外装計画

公会堂、土木事務所、区民活動支援公会堂、土木事務所、区民活動支援
センターからなる複合施設である。 センターからなる複合施設である。 
地下鉄駅を降りてすぐ、街に開かれ地下鉄駅を降りてすぐ、街に開かれ
た約 300㎡の駅前広場には、8m オーた約 300㎡の駅前広場には、8m オー
バーハングする躯体による大屋根がバーハングする躯体による大屋根が
かかる。また区役所に続く雨に濡れなかかる。また区役所に続く雨に濡れな
い自由通路、地上屋上の豊かな緑化、い自由通路、地上屋上の豊かな緑化、
段々状にセットバックする形状など、段々状にセットバックする形状など、
街との連続性や親和性を重視した。街との連続性や親和性を重視した。

地下 1 階地下 1 階 1 階1 階 2 階2 階 3 階3 階

外壁は RC 打放仕上とし、水平・垂直共 900mm ピッチで目地を入れている。通常よ外壁は RC 打放仕上とし、水平・垂直共 900mm ピッチで目地を入れている。通常よ
り細かく目地を入れ、壁面クラックによる漏水リスクを最小限にした。（我々の経験上、り細かく目地を入れ、壁面クラックによる漏水リスクを最小限にした。（我々の経験上、
標準的な誘発目地だけでは劇場の巨大な壁面のクラックは吸収しきれない）。劇場は標準的な誘発目地だけでは劇場の巨大な壁面のクラックは吸収しきれない）。劇場は
階高が高く段床もあり打継目地を水平に通すのは困難だが、細かく目地があれば打継階高が高く段床もあり打継目地を水平に通すのは困難だが、細かく目地があれば打継
を柔軟に設定でき、イメージを守った施工ができる。を柔軟に設定でき、イメージを守った施工ができる。

基本構想では地下鉄駅の近くまで建物が伸びていた。しかし地下鉄に影響があっ基本構想では地下鉄駅の近くまで建物が伸びていた。しかし地下鉄に影響があっ
た場合に工事がストップするリスクがあり、コストも工期も大幅にオーバーしてた場合に工事がストップするリスクがあり、コストも工期も大幅にオーバーして
しまうため、FEM 解析による地下鉄構造物に影響のない位置まで地下躯体を離し、しまうため、FEM 解析による地下鉄構造物に影響のない位置まで地下躯体を離し、
上部躯体だけをオーバーハングさせ必要諸室を確保した。上部躯体だけをオーバーハングさせ必要諸室を確保した。

新築構造物による地下鉄駅舎への影響がないことをＦＥＭ解析で確認新築構造物による地下鉄駅舎への影響がないことをＦＥＭ解析で確認

プロポーザルでの提案通り、既存躯体と山留を残して解体し、既存躯体に切梁をかけながらプロポーザルでの提案通り、既存躯体と山留を残して解体し、既存躯体に切梁をかけながら
掘削を進めた。敷地は地下水位が高く、地表 1m から被圧地下水が湧き出す状況であったた掘削を進めた。敷地は地下水位が高く、地表 1m から被圧地下水が湧き出す状況であったた
め基礎工事の施工は非常に困難を極めたが、施工者の努力により無事故で工事が完了した。め基礎工事の施工は非常に困難を極めたが、施工者の努力により無事故で工事が完了した。

地下鉄駅舎への影響検討【基本設計】地下鉄駅舎への影響検討【基本設計】ヒマワリをモチーフとした緞帳ヒマワリをモチーフとした緞帳

客席椅子から手摺まですべてをデザイン客席椅子から手摺まですべてをデザイン

音響効果ももつヒマワリのレリーフ加工音響効果ももつヒマワリのレリーフ加工

既存躯体利用【実施設計～施工】既存躯体利用【実施設計～施工】

2.10 近接影響検討結果（C-C 断面）参考 

2.10.1 解析モデル 

解析モデル図、土留め変形図を示す。 

図 2.30 C-C 断面 解析モデル図 

図 2.31 土留め変形図 

2.10.2 解析ステップ 

 解析ステップは、①自重解析⇒②地盤掘削によるリバウンド＋土留めの強制変位解析の２ステップ

とした。 

 Step1：自重解析 

 Step2：応力解放＋強制変位解析 

2.10.3 解析結果 

  以下に Step2 の変形図と躯体変位量を示す。 

Step2：応力解放＋強制変位解析 

水平変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

鉛直変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

躯体最大変位量(mm) 

掘削範囲 

右側土留め壁 地下鉄躯体 

土留め壁強制変位
最終掘削時

標高
GL
(m)

変位
δ
(mm)

1 0.000 -2.155
2 -0.200 -2.403
3 -0.500 -2.771
4 -0.700 -3.004
5 -1.000 -3.316
6 -1.500 -3.695
7 -1.650 -3.766
8 -1.850 -3.827
9 -2.000 -3.847
10 -2.500 -3.768
11 -3.000 -3.507
12 -3.500 -3.140
13 -4.000 -2.719
14 -4.500 -2.278
15 -5.000 -1.832
16 -5.500 -1.388

-6.000 -0.945
-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0
-5.0 -4.0 -3.0 -2.0 -1.0 0.0

標標
高高
(m

)

水水平平変変位位(mm)
右右側側土土留留めめ壁壁

土留め壁強制変位

掘削底面

-3.847mm

境界条件：側面鉛直ローラー
：底面固定 

3
0
.
1
6
m

209.81m 

2
8
.
8
1
m
 

水平変位：-0.6mm 
鉛直変位：0.3mm 水平変位：-0.6mm

鉛直変位：0.2mm 
水平変位：-0.6mm 
鉛直変位：-0.1mm 

水平変位：-0.7mm
鉛直変位：0.3mm 

水平変位：-0.4mm 
鉛直変位：0.2mm 

水平変位：-0.4mm
鉛直変位：-0.1mm

水平変位：-0.5mm 
鉛直変位：-0.1mm 

①

④ 

③ 

② 

⑥

⑦ 

⑤

(mm) 

(mm) 
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2.10 近接影響検討結果（C-C 断面）参考 

2.10.1 解析モデル 

解析モデル図、土留め変形図を示す。 

図 2.30 C-C 断面 解析モデル図 

図 2.31 土留め変形図 

2.10.2 解析ステップ 

 解析ステップは、①自重解析⇒②地盤掘削によるリバウンド＋土留めの強制変位解析の２ステップ

とした。 

 Step1：自重解析 

 Step2：応力解放＋強制変位解析 

2.10.3 解析結果 

  以下に Step2 の変形図と躯体変位量を示す。 

Step2：応力解放＋強制変位解析 

水平変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

鉛直変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

躯体最大変位量(mm) 

掘削範囲 

右側土留め壁 地下鉄躯体 

土留め壁強制変位
最終掘削時

標高
GL
(m)

変位
δ
(mm)

1 0.000 -2.155
2 -0.200 -2.403
3 -0.500 -2.771
4 -0.700 -3.004
5 -1.000 -3.316
6 -1.500 -3.695
7 -1.650 -3.766
8 -1.850 -3.827
9 -2.000 -3.847
10 -2.500 -3.768
11 -3.000 -3.507
12 -3.500 -3.140
13 -4.000 -2.719
14 -4.500 -2.278
15 -5.000 -1.832
16 -5.500 -1.388

-6.000 -0.945
-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0
-5.0 -4.0 -3.0 -2.0 -1.0 0.0

標標
高高
(m

)

水水平平変変位位(mm)
右右側側土土留留めめ壁壁

土留め壁強制変位

掘削底面

-3.847mm

境界条件：側面鉛直ローラー
：底面固定 

3
0
.
1
6
m

209.81m 

2
8
.
8
1
m
 

水平変位：-0.6mm 
鉛直変位：0.3mm 水平変位：-0.6mm

鉛直変位：0.2mm 
水平変位：-0.6mm 
鉛直変位：-0.1mm 

水平変位：-0.7mm
鉛直変位：0.3mm 

水平変位：-0.4mm 
鉛直変位：0.2mm 

水平変位：-0.4mm
鉛直変位：-0.1mm

水平変位：-0.5mm 
鉛直変位：-0.1mm 

①

④ 

③ 

② 

⑥
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(mm) 
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2.9 近接影響検討結果（B-B 断面） 

2.9.1 解析モデル 

解析モデル図、土留め変形図を示す。 

図 2.28 B-B 断面 解析モデル図 

図 2.29 土留め変形図 

2.9.2 解析ステップ 

 解析ステップは、①自重解析⇒②地盤掘削によるリバウンド＋土留めの強制変位解析の２ステップ

とした。 

 Step1：自重解析 

 Step2：応力解放＋強制変位解析 

2.9.3 解析結果 

  以下に Step2 の変形図と躯体変位量を示す。 

Step2：応力解放＋強制変位解析 

水平変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

鉛直変位ｺﾝﾀｰ図(mm) 

躯体最大変位量(mm) 

掘削範囲 

右側土留め壁 地下鉄躯体 

土留め壁強制変位
最終掘削時

標高
GL
(m)

変位
δ
(mm)

1 0.000 -2.155
2 -0.200 -2.403
3 -0.500 -2.771
4 -0.700 -3.004
5 -1.000 -3.316
6 -1.500 -3.695
7 -1.650 -3.766
8 -1.850 -3.827
9 -2.000 -3.847
10 -2.500 -3.768
11 -3.000 -3.507
12 -3.500 -3.140
13 -4.000 -2.719
14 -4.500 -2.278
15 -5.000 -1.832
16 -5.500 -1.388

-6.000 -0.945
-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0
-5.0 -4.0 -3.0 -2.0 -1.0 0.0

標標
高高
(m

)

水水平平変変位位(mm)
右右側側土土留留めめ壁壁

土留め壁強制変位

掘削底面

-3.847mm

境界条件：側面鉛直ローラー
：底面固定 
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鉛直変位：0.2mm 

水平変位：-0.8mm
鉛直変位：0.0mm 
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鉛直変位：-0.1mm 

水平変位：-0.4mm 
鉛直変位：0.2mm 

水平変位：-0.4mm
鉛直変位：0.0mm 

水平変位：-0.4mm 
鉛直変位：-0.1mm 
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新居千秋都市建築設計 date

project  no．
revisions

一 級 建 築 士 事 務 所   東 京 都 知 事 登 録   第 １ ９ ９ ５ ２ 号

株 式
会 社

CHIAKI  ・  ARAI Architect  and  Associates

一 級 建 築 士   大 臣 登 録 １ ４ ４ ４ ８ ７ 号 新 居 千 秋

consultant

完  成

年  度

図  面

種  類棟番号 図面枚数

図面名称

図面番号施設番号

年月日

横浜市建築局 工事名

drawn  by checked  by
設　   　計　　   者

株式会社　新居千秋都市建築設計

縮尺 1/300(A3)

港南公会堂及び港南土木事務所整備工事
( 建築工事 )

仮設計画図（ 8 ） ( 参考図 )

仮A-008

Step　6 ピット立上り(1ヶ月)

港南公会堂及び港南土木事務所整備事業　基本設計（その２）

近接影響範囲に地下を配置（基本構想案） 近接影響範囲に地下を配置しない（基本設計案）　

概要 地下鉄の近接影響検討範囲（エリアⅡ・Ⅲ）に地下躯体が干渉する 地下鉄の近接影響検討範囲に地下躯体が干渉しない

建築計画 
への影響

新築建物について、交通局との協議が必要となる。 
設計工期が大きく伸びる可能性がある。

新築建物について、交通局との協議は不要。 
（解体建物については必要となる可能性あり）

工期
工事期間中に地下鉄施設への影響が認められた場合、 
工期が大幅に伸びるおそれがある

工事期間中に地下鉄施設への影響を考えなくてよいため 
工期への影響が無い

コスト 工事期間中、地下鉄施設への影響測定が必要となる 　 工事期間中、地下鉄施設への影響測定は不要

採用

現在の敷地境界線（未確定）

10,5 00

1 0 , 5 0 0

新敷地境界線（想定）

横浜市立港南中学校

12
,0
00

12,000

24

8

現在の敷地境界線（未確定）

新敷地境界線（想定）

10,5 00

1 0 , 5 0 0

・地下駐車場の配置計画

1 - 3全体ゾーニング計画

港南公会堂及び港南土木事務所整備事業　基本設計（その２）

基本設計案　断面図

基本計画案　断面図

既存施設　断面図

①既存施設

②基本計画案

③基本設計案

客席にほとんどレベル差がない

ため、舞台への視線が全く確保

できていません。

プロセニアム開口が 6m程度しか

なく、劇場として機能しません。

斜線制限の検討がされていません。

天空率を使ったとしてもこれ以上

高くすることはできません。

9.5 ｍ

15.8 ｍ

15.0 ｍ

ホワイエ

会議室廊下

地下鉄の近接影響範囲（エリアⅡ . Ⅲ）に地下躯体

が干渉しており、設計工期および工事工期の大幅な

延期と、多大なコスト増が見込まれます。

地下鉄の近接影響範囲（エリアⅡ . Ⅲ）に地下躯体が干渉しないよう

に計画する必要がある本計画では、二階の屋外デッキ部分（公会堂へ

の風除室）を、吊り構造として、地下部分に構造体がでないように計

画します。

客席

舞台

土木事務所事務室 区民活動
支援センター

会議室

ホワイエ 事務室

エント
ランス
ホール

風除室

映写
調整

WC 廊下

電気室

ピット ピット ピット ピット ピット ピット

駐車場駐車場

1 - 4既存施設、基本計画、基本設計案の比較

地下鉄の近接影響範囲（エリアⅡ . Ⅲ）
に地下躯体が干渉しており、設計工期お
よび工事工期の大幅な延期と、多大なコ
スト増が見込まれます。

壁と天井の仕上には、特殊ケイカル板にルー壁と天井の仕上には、特殊ケイカル板にルー
ター加工を施して区の花であるヒマワリをター加工を施して区の花であるヒマワリを
刻印。装飾的役割だけでなく反射音を拡散さ刻印。装飾的役割だけでなく反射音を拡散さ
せる機能を持っており、結果的に響きのやわせる機能を持っており、結果的に響きのやわ
らかい、音響的にも優れたホールとなった。らかい、音響的にも優れたホールとなった。

港南区の花であるヒマワリをテーマとし、緑港南区の花であるヒマワリをテーマとし、緑
や空、ヒマワリの種に見られる幾何学模様なや空、ヒマワリの種に見られる幾何学模様な
どをモチーフに私たちでデザインを行い、原どをモチーフに私たちでデザインを行い、原
画を作成した。京都西陣織の工場で、職人が画を作成した。京都西陣織の工場で、職人が
原寸大の型紙を製作後、この緞帳のために手原寸大の型紙を製作後、この緞帳のために手
作業で染糸、縫製をすべて手作業で行った。作業で染糸、縫製をすべて手作業で行った。

客席椅子もヒマワリをモチーフとして特注客席椅子もヒマワリをモチーフとして特注
で製作した。背もたれの凸凹は特殊なエンボで製作した。背もたれの凸凹は特殊なエンボ
ス加工で、ヒマワリの種のようなイメージをス加工で、ヒマワリの種のようなイメージを
つくりながら、汗ムレも防止する役割があつくりながら、汗ムレも防止する役割があ
る。客席にも手摺がほしいという要望が出たる。客席にも手摺がほしいという要望が出た
ため、樹脂製の握り棒をデザインした。ため、樹脂製の握り棒をデザインした。

東側鉄骨トラス梁の工場製品検査東側鉄骨トラス梁の工場製品検査 ホワイエ天井スラブ打設後ホワイエ天井スラブ打設後 鉄骨階段工場製品検査鉄骨階段工場製品検査東側鉄骨トラス梁の建て方完了東側鉄骨トラス梁の建て方完了 客席床スラブの配筋客席床スラブの配筋 客席床スラブの配筋客席床スラブの配筋

新居千秋都市建築設計 date

project  no．
revisions

一級建築士事務所  東京都知事登録  第１９９５２号

株式
会社

CHIAKI  ・  ARAI Architect  and  Associates

一級建築士  大臣登録１４４４８７号 新居千秋

consultant

完 成

年 度

図 面

種 類棟番号 図面枚数

図面名称

図面番号施設番号

年月日 縮尺

横浜市建築局 工事名

drawn  by checked  by
設　  　計　　  者

株式会社　新居千秋都市建築設計

1/200(A3) 南立面図

港南公会堂及び港南土木事務所整備工事

（建築工事）

公A-039

新居千秋都市建築設計 date

project  no．
revisions

一級建築士事務所  東京都知事登録  第１９９５２号

株式
会社

CHIAKI  ・  ARAI Architect  and  Associates

一級建築士  大臣登録１４４４８７号 新居千秋

consultant

完 成

年 度

図 面

種 類棟番号 図面枚数

図面名称

図面番号施設番号

年月日 縮尺

横浜市建築局 工事名

drawn  by checked  by
設　  　計　　  者

株式会社　新居千秋都市建築設計

1/200(A3) 東立面図

港南公会堂及び港南土木事務所整備工事

（建築工事）

公A-040

新居千秋都市建築設計 date

project  no．
revisions

一級建築士事務所  東京都知事登録  第１９９５２号

株式
会社

CHIAKI  ・  ARAI Architect  and  Associates

一級建築士  大臣登録１４４４８７号 新居千秋

consultant

完 成

年 度

図 面

種 類棟番号 図面枚数

図面名称

図面番号施設番号

年月日 縮尺

横浜市建築局 工事名

drawn  by checked  by
設　  　計　　  者

株式会社　新居千秋都市建築設計

1/200(A3) 西立面図

港南公会堂及び港南土木事務所整備工事

（建築工事）

公A-042

新居千秋都市建築設計 date

project  no．
revisions

一級建築士事務所  東京都知事登録  第１９９５２号

株式
会社

CHIAKI  ・  ARAI Architect  and  Associates

一級建築士  大臣登録１４４４８７号 新居千秋

consultant

完 成

年 度

図 面

種 類棟番号 図面枚数

図面名称

図面番号施設番号

年月日 縮尺

横浜市建築局

drawn  by checked  by
設　  　計　　  者

株式会社　新居千秋都市建築設計

1/200(A3) 北立面図

工事名
港南公会堂及び港南土木事務所整備工事

（建築工事）

公A-041

西立面図

南立面図

北立面図

東立面図



 「カダルテラス金田一プロジェクト」
 作者：（有）upsetters一級建築士事務所 /
岡部修三 上川聡 益留亜弥
 所在地：岩手県二戸市金田一

 「リバーホールディングス両国」
 作者：（株）竹中工務店 花岡郁哉 千賀順
 所在地：東京都墨田区緑

 「石垣市役所」
 作者：隈研吾（株）隈研吾建築都市設計事務所
洲鎌祐治 洲鎌設計室（株）
 所在地：沖縄県石垣市字真栄里

 「新柏クリニック糖尿病みらい」
 作者：（株）竹中工務店 齋藤華織 菅原努
 所在地：千葉県柏市新柏

 「全薬工業株式会社研究開発センター」
 作者：頭井秀和 水野悠一郎 チンシャンリン
河野信
 所在地：東京都八王子市南大沢

 「NOBORITO GATE BUILDING」
 作者：山田修爾
 所在地：神奈川県川崎市多摩区登戸

 「行田協立診療所・ケアセンターさきたま」
 作者：原浩人 吉岡寛之
 所在地：埼玉県行田市本丸

 「ホテルオークラ京都岡崎別院」
 作者：（株）三菱地所設計 代表取締役社長
林総一郎
 所在地：京都府京都市左京区岡崎天王町

 「茶室ニゴウ」
 作者：田中亮平/G ARCHITECTS STUDIO
 所在地：東京都台東区浅草

 「近畿大学E館（KDIX）」
 作者：畠山文聡 澤井春美 田中了太
谷沢弘容
 所在地：大阪府東大阪市新上小阪

 「日東化成株式会社社員食堂
“Jungle Nitto”」

 作者：林正剛 福田和将 今井典子
 所在地：大阪府大阪市東淀川区西淡路

 「平塚文化芸術ホール・見附台公園・
見附台緑地・江戸見附緑地」
 作者：清水建設・安井建築設計共同企業体　
棈木賢一 若杉晋吾 潮上大輔 内矢雅清
尾重綾乃 古賀愛乃 釜谷潤
 所在地：神奈川県平塚市見附町、錦町

 「Pergola」
 作者：葛島隆之
 所在地：静岡県浜松市天竜区佐久間町浦川

 「京都東山計画
（山荘 京大和・パークハイアット京都）」
 作者：竹中工務店設計部 原田哲夫 松田知也
白波瀬智幸 仲晴男（元社員）
 所在地：京都府京都市東山区高台寺桝屋町

 「ニセコ蒸溜所」
 作者：鹿島建設（株）　星野時彦 石黒翔梧
 所在地：北海道虻田郡ニセコ町ニセコ

 「武庫川女子大学カヌー部部室棟」
 作者：竹中工務店設計部 松本伸洋 堀良平 
髙山直之 天野直紀
 所在地：兵庫県西宮市東鳴尾町

 「市原ゴルフクラブ市原コースクラブハウス」
 作者：伊藤泰 堀池隆弥 大可亜矢 北村圭亮 
米倉良輔 浅岡泰彦 村田翔太朗 岩井洋 
永野真利子
 所在地：千葉県市原市奉免

UDI 視深度による開放感輝度対比

コンピュテーショナルデザインによる建物形状の最適化
吹抜け形状と壁面角度を変数としたワークスペースのUDI
や輝度対比、開放感の最適化

都市に潜む自然環境に呼応し
光と風を柔らかく取り込む

リバーホールディングス両国

そよ風の実現を目的とした風環境解析
トップライトより室内の熱を取り除き、心地よい
風を感じられるよう開口部位置の逆解析を行った

外装コンセプトダイアグラム
自然光を間接的に取り込むことで熱負荷を
おさえながら最大限室内の明るさを確保する

3階事務室家具レイアウト

行動シミュレーションに基づいた家具レイアウト
オフィスワーカーの一日の全軌跡の中でワーカー同士の
偶発的コミュニケーションと関係性の高い部署同士の遭
遇が発生する可能性を最大化

働き方の嗜好性を刺激する

テラスでリフレッシュ 吹抜けハイカウンターで
スタンドミーティング

環境の印象を織り込む

ワークプレイスのアクティビティと
環境特性を密接に関連付けたゾーニング

① ② ③

『人と環境をつなぐオフィス』

東京都墨田区に位置する、リサイクルを中心とし
た複数のグループ会社を統括する持株会社の中規
模オフィスビルとなる。光や風などの都市に潜む
自然環境に呼応することで、都心においても人と
自然を繋ぐことを目指した。計画地は、周りを集
合住宅に囲まれ、最も長い接道は西側という条件、
更に計画ボリュームは４層と周囲より低層であっ
たため、上方を意識した開口部と限定した壁のス
リットから環境を取り込むこととした。内部は現
場打ちコンクリートによる骨格をそのまま生かし
た空間に対し、トップライトと壁の間から、バウ
ンスさせるように柔らかく光と風を取り込み、そ
の変化を包み込むことを目指している。

環境と体験を総合的にデザインする
-構造と設備のインテグレート-

コアを分散配置しフロア全体に広げたワークプ
レイスにおけるアクティビティと環境特性を、
密接に関連付けてデザインし、一日の生活の中
に、環境の印象を織り込んだ。自然光とアク
ティビティについては、大きく3つのゾーン（①
年間を通し有効照度以内、②有効照度を超える
場合あり、③直達光が当たる場合あり）に区分
し、それぞれに対してアクティビティ（①個人
集中デスクワーク、②カジュアルミーティング,
気分転換、③リフレッシュが期待できる移動）
を設定した。輝度対比を抑え設定照度に収まる
範囲を最大化するよう、壁と吹抜け形状を操作
し、プランをパラメトリカルにチューニングし
ていった。これにより吹抜けは各階で異なる形
状となり、自然換気にも活用することで光だけ
でなく、そよ風も感じられる場となっている。

2・3階の有機的なワークプレイスの他にも、4階
にはガラスで緩やかに仕切られた会議室フロアが
あり、都心の空を絵画のように切り取った心地よ
い外部テラスや、周辺景色を一望することのでき
るホワイエ、吹抜け周りにはトップライトの光が
落ちるハイカウンターを配置した。多様な環境の
場を用意することによりオフィスワーカーの働き
方の変化を促し、その日の季節の気候や気分、打
合せ内容から最適な場を、ワーカー自身が選択で
きるワークプレイスを目指した。

建物中央の吹抜けや外壁形状は、照度、輝度と
いった環境的要素と、ワーカーが室内で感じる
開放感やアクティビティの体験的要素を総合的
に考慮し調整した。外と内の環境が緩やかに連
続しているように感じられるよう、室内の仕上
げを極力なくし、コンクリートの躯体をそのま
ま生かすことで内外の印象を近づけている。構
造形式は、柱や梁の存在によって空間の秩序を
生み出しフロアプレートの中に不均質な領域と
奥行き感を生み出せるようにした。コンクリー
ト量の削減や、高い天井高さを確保できるメ
リットもある。天井躯体を美しく見せるため、
設備はアンダーフロアを基本とし、居住域の効
率的な空調を図った。更にタスク用とアンビエ
ント用の吹き出し口を使い分けることで、個々
の感覚に合わせたパーソナライズ化を可能とす
る。照明は、床からの自立式を基本とし、直仕
上げの天井を利用した間接光によって輝度対比
を抑え、外光との連続性を確保しながら室内を
柔らかく照らしている。

偶発的コミュニケーション
関係性の高い部署同士の遭遇

Shinkashiwa Clinic “Diabetes Mirai″

にLVLの双子梁を用いた。

【ランドスケープ】
当該敷地はかつて川べりであったことから、湿地帯由来
の地域植生を復元すべく樹種を選んだ。
中央には芝生のマウンドをつくることで視線の抜けを確
保し、街から見た印象を明るいものとした。

【自然現象の可視化】
勾配屋根で集めた雨水を彫刻的なガーゴイルで庭に落と
し込み、レインガーデンとすることで、雨水流出抑制に
貢献するとともに、大気を含めた水の循環を意識できる
ようにした。

鳥瞰

森の待合 レインガーデンとガーゴイル

街中に森の中で過ごせるような待合をつくる
【造形】
敷地周辺の環境を考慮し、先に２か所の緑地位置を決め、
建物はこの緑地に挟まれるように配置した。北側に隣接す
る日用品店舗の屋上駐車場からの視線を遮り、くつろいだ
中庭となるよう勾配屋根の形状を決定した。

【空間】
上記の工夫により街中にありながら森の中で過ごしている
ような、平面的、断面的にもメリハリがつき、多方向から
自然光の降り注ぐ待合空間とした。

【素材】
待合空間に自然に囲まれた感覚を付与するため、屋根構造

新柏駅前にある「森林浴のできるメディカルタウン
構想」第3期プロジェクト＝糖尿病専門の診療所である。
1期、2期と複数街区にまたがって、段階的に計画・実施
されてきた医療施設群であり、機能的な連携も図りなが
ら、街づくりとしての一体感を醸成させた。具体的な
手法としてしては、

1．視線や動線に関連性をもたせた

2．建物形態に関わるデザインコードを統一した
（低く伸びる水平軒先ライン、視線の抜けなど）

3．建物外観と外構に自然素材を用いた。

WIND

日射を遮り、内部と連続する
奥行の深い木庇

待合

登り梁：
LVL(カラマツ単板積層材)
＠910

▽1FL
▽平均GL

VIEW

負荷の大きい窓の近くで快適に過ごせる
ペリメーター空調

太陽光を引き込み、水景を生み出す
レインガーデン

変化する天井高さに対応した
高壁からの吹出空調

間接照明

4,000~8,800

▽GL+5,500~7,650 

6.25
1

2.22
1

屋根：塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板縦はぜ葺きt0.5
改質アスファルトルーフィングシート
高性能フェノールフォーム複合高圧木毛セメント板t50
通気層＋断熱材 t60
天井：化粧張構造用合板（ヒノキ） t24

診察ゾーン

矩計図
雨水をすべて庭へ流す
多面体の金属屋根

見附を小さくし
庭への開放感を高める鉄骨柱

床,壁,家具など
木を多用するインテリア

国産カラマツの合わせ梁

北、東面に配した
鉄筋コンクリート造の耐震壁

かつて里山の風景が広がって
いた地に在来樹種を植えた庭

建物構成 1階平面図

多目的スタジオ

キッチン
スタジオ

森の待合

栄養指導室

診察室

問診ブース

採血ブース

検査室

受付

X線室

休憩室

風除室
庭

レインガーデン
駐車場

屋外設備置場

〇構造種別：S+W+RC造 鳥瞰

『柏の森のメディカルストリート』

視線の抜け
パッサージュ

3期 糖尿病みらい

1期 新柏クリニック

2期 めぐりの庭

10

ニセコ蒸溜所

ニセコ連峰の主峰ニセコアンヌプリの麓、清流で有名な尻別川を
挟んで羊蹄山の向かいの豊かな自然林が広がる緩やかな傾斜地に
ニセコ蒸溜所は立地する。建物は6寸勾配の切妻屋根とし、蒸溜
所と貯蔵庫の２棟は変化に富む周辺のランドスケープと調和する
よう、やや角度を持った向きに配置した。低く軒の深い屋根の先
端に設けたH鋼の柱列が内外の中間領域をもたらし、縁側とガラ
スの開口からはニセコの四季折々の表情を楽しむことができる。
巨大な2基の銅製ポットスチルと木槽を収める構造体は18メート
ルのロングスパンとし、地域材である羊蹄山山麓のカラマツを用
いた。ものづくりが視覚だけでなく五感を通じて感じられるよう
見学空間と製造空間を一つの空間に共存させ、まさに発酵や蒸溜
をしている空間そのものでその味わいを楽しむことができる。ニ
セコ蒸溜所は豊かな自然の中にひっそりと佇みながら、ニセコの
四季の彩りやものづくりを伝えていく。

風土に根ざす

ニセコの自然に佇むウイスキーづくりを五感で感じる

羊蹄山を始めとした山々と豊かな自然林に囲まれる

冬は雪に埋もれる

建築と設備が共鳴する

四季折々の景色を切り取るニセコの自然そのもので熟成させる

日本の伝統的な意匠と西洋の蒸溜文化が溶け合う

H鋼の柱列が内外の中間領域をもたらす

ポットスチルと同じ銅製の鎚器銅器は、時間を
かけて熟成されるウイスキーをイメージさせる

風除室

防雪壁

駐車場

駐車場

X-X 断面図 1/300平面図 1/700

貯蔵庫

貯蔵庫

蒸溜所前庭

前庭

保安林

冬の主風向

保安林

製造
エリア

製造エリア

10
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試飲
コーナー

店舗

店舗

18,000 4,5004,5008,100

軒下

軒下
アクセス

通路

N

搬入
ヤード

0 20m

XX

自然林への眺望

一体となった製造・見学空間

外壁は雪深く過酷な環境にも耐えられるよう開口部の少ない堅牢なRC 壁構造とし、地震力はすべてRC 壁が負担する。その上
部にはカラマツの木造トラスフレームを載せ、豪雪エリアにおいて18 メートルという大スパンを実現した。スチールの下弦材
である2 丁使いのチャンネルの間にはスポットライト用のライティングダクトと屋根面を照らすアッパーライトを組み込み、
建築・構造・設備の一体化を図っている。

冬の主風向に対し棟を平行に配置。屋外の作業が必要な搬入ヤードは建物風下側に
設け、来客アクセスは斜めに配置した防雪壁沿いとすることで屋根からの落雪や壁
面にあたった雪の影響を抑えている。

東コース
No.1 ホール

東コース
No.9 ホール

クラブハウス

駐車場

練習場

カート庫

中コース
No.1 ホール

西コース
No.1 ホール

西コース
No.9 ホール

中コース
No.9 ホール

木＋鉄のハイブリッド梁
ハイブリッド梁の架構をそのまま
内部に表出させ、一枚屋根の特徴的な
形態を感じられる内部空間。

木＋鉄のハイブリッド梁
ハイブリッド梁の架構をそのまま
内部に表出させ、一枚屋根の特徴的な
形態を感じられる内部空間。

内外連続する天井とハイブリッド梁
サッシはフレームレスのGCW構法を採用し、
かつ横繋ぎの梁は天井内に隠蔽する事で、
内外の連続性やコース側への眺望に対する
開放感を高めた。

内外連続する天井とハイブリッド梁
サッシはフレームレスのGCW構法を採用し、
かつ横繋ぎの梁は天井内に隠蔽する事で、
内外の連続性やコース側への眺望に対する
開放感を高めた。

a

a

木＋鉄ハイブリッド梁：
構造用集成材 2□-342×90
BI 鋼 320×85×12×28

木＋鉄ハイブリッド梁：
構造用集成材 2□-342×90
BI 鋼 320×85×12×28

木＋鉄ハイブリッド梁：
構造用集成材 2□-342×90
BI 鋼 320×85×12×28

天井：
木羽目板 t15
天井：
木羽目板 t15
天井：
木羽目板 t15

1200 1200 1200

フェイスガラス：
複層ガラス
（FL8＋A12＋FL8）

フェイスガラス：
複層ガラス
（FL8＋A12＋FL8）

フェイスガラス：
複層ガラス
（FL8＋A12＋FL8）

内部内部内部

外部外部外部
柱：StΦ80 @1200

A部
リブガラス：
強化合わせガラス
（TP10＋TP10）

構造シール
小口カバー：
SUS-PL-t1.5  B-FUE

リブガラス：
強化合わせガラス
（TP10＋TP10）

フェイスガラス：
複層ガラス
（FL8＋A12＋FL8）
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GCW-ハイブリッド梁取り合い_断面図GCW-ハイブリッド梁取り合い_矢視図

ロビーロビー

レストラン
（120 席）
レストラン
（120 席）

プロショッププロショップ

コンペルーム A
（40 席）

コンペルーム A
（40 席）

コンペルーム B
（20 席）

コンペルーム B
（20 席）

コンペルーム C
（20 席）

コンペルーム C
（20 席）

事務室事務室

キャディ
マスター室
キャディ
マスター室

フロントフロント

バッグ置き場バッグ置き場

MWC１MWC１

WWC１WWC１

風除室 1風除室 1

風除室２風除室２

男子ロッカー室男子ロッカー室

MWC2MWC2男子脱衣室男子脱衣室

WWC2WWC2

女子ロッカー室
（70）

女子ロッカー室
（70）共用ロッカー室

（64）
共用ロッカー室
（64）

精算・事務精算・事務

パントリーパントリー

厨房厨房

従業員食堂従業員食堂

廃棄物廃棄物

スターティング
テラス

スターティング
テラス

車寄せ車寄せ

乾燥室乾燥室

ー

スタースタススタースター

小径無垢柱：StΦ80 @1200
　　　　　　溶融亜鉛めっき
　　　　　　2-FUE

小径無垢柱：StΦ80 @1200
　　　　　　溶融亜鉛めっき
　　　　　　2-FUE

小径無垢柱：StΦ80 @1200
　　　　　　溶融亜鉛めっき
　　　　　　2-FUE
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軒天：木羽目板軒天：木羽目板軒天：木羽目板

▽床面▽床面▽床面

シ ー ム レ ス に 内 外 を 繋 げ る 、 か つ て の ⼭ の 稜 線 を な ぞ る ⼤ ら か な 1 枚 屋 根

か つ て の ⼭ 頂 で あ り 切 ⼟ し て 造 成 し 開 発 さ れ た 場 所 に あ る 、 ク ラ ブ ハ ウ ス の 建 替 計 画 で あ る 。 そ の か つ て の ⼭ の 稜 線 を な ぞ る よ う な 形 態 の 1  枚 の ⼤ 屋 根 を デ ザ イ ン し 、
⼟ 地 に 馴 染 ま せ つ つ も 独 創 的 で あ り 、 印 象 に 残 る 新 た な ⾵ 景 を 創 造 し た 。 内 部 空 間 は 、 そ の 柔 ら か な ⾃ 由 曲 線 を 描 く 1  枚 ⼤ 屋 根 の 構 造 架 構 『 ⽊ +  鉄 の ハ イ ブ リ ッ ド 梁 』 が 表 出 し 、

天 井 の ⽊ ⽻ ⽬ 板 と と も に 来 場 者 を 優 し く 包 み 込 む 、 内 外 ⼀ 体 と な っ た ⾰ 新 的 な ク ラ ブ ハ ウ ス と し た 。

― 市 原 ゴ ル フ ク ラ ブ 市 原 コ ー ス ク ラ ブ ハ ウ ス ―

4. ⼤屋根を⽀える構造架構であり、空間を特⻑づける「⽊ + 鉄のハイブリッド梁」１. かつての⼭の稜線をなぞる､独創的で印象的な⾵景を創造する⼤屋根 2. シンプルで合理的な平⾯計画と、屋内外⼀体となったシームレスな空間 3. ゴルフコースへの開放的な眺望・内外の連続性を最⼤限確保する
    ガラスカーテンウォール

5. ハイブリッド梁を⽀える⼩径無垢柱
レストラン部断面図

GCWの構成

ハイブリッド梁を⽀える⼩径（StΦ80 ㎜）無垢柱を、梁と
同じく＠1200 ㎜に配置した。⼤きな柱・梁で屋根を⽀える
のではなく、繊細な線材を細かく配置し屋根を⽀える事で、
屋根に浮遊感を持たせ、⼤屋根空間をより独創的・印象的に
⾒せるデザインとした。 

敷地特性
計画敷地である市原ゴルフクラブ

（市原コース）の旧クラブハウス
は、各スタートホール（東・中・
⻄）に正対した特徴的な⽴地で
あった。また、各コースの最終
ホールからも旧クラブハウスに
向かって視線が集まるような
コースレイアウトであり、その
敷地特性を継承し、新クラブ
ハウスもほぼ同位置に配置する
計画とした。

バブル期のような華美で煌びやかな⼤⼈の社交場といったイメージ
から脱却し、今後のゴルファーの⼈⼝確保や、新たな客層を取り
込んでいく必要性等、現況のゴルフ場が置かれている社会背景を
加味して設計を⾏った。
新クラブハウスは平屋建てで明快なゾーニングとし、シンプルで
合理的な建築計画を試みた。⼤らかな 1 枚屋根の下に、様々な機能・
⽤途に適した空間を配置し、それらを繋ぐ各動線（通常プレー時・
早朝・ナイタープレー時・ゴルフバッグ）を明確に分離した。
エントランスロビーからはコースへの眺望が開け、クラブハウス
に着いた瞬間からプレーへ向かう⾼揚感を感じ、1 ⽇を通してゴルフ
ライフを満喫できる、屋内外⼀体となった、シームレスな空間を
実現した。

外装計画
当該敷地は、かつて⼭頂であった
場所を切⼟して造成し開発された
事が、過去の航空写真や旧クラブ
ハウス周辺の等⾼線データより
推察された。そのかつての⼭の
稜線をなぞるような形態の屋根
とする事で⼟地に馴染ませ、昔から
あるようで親しみやすい印象を
与えつつも、独創的であり、どの
最終ホールから⾒ても印象に残る
⾵景を創造した。

屋根を構成する垂⽊のような梁は、
鉄⾻梁の両側⾯から構造⽤集成材を
ビスを⽤いて緊結し⼀体化すること
で、横座屈補剛効果を期待した⽊ +
鉄のハイブリッド梁として設計した。
ハイブリッド梁は内外⼀体となる空間
を定義し、ゆるやかな曲線の屋根形状
に沿った＠1200 の配置により、内部
からも特⻑的な⼤屋根形状を感じる
ダイナミックな空間とした。

コース側は、全⾯ガラスの構成によるガラスカーテン
ウォールを採⽤している。ガラスはハイブリッド梁
及び天井⽻⽬板にフレームレスで呑み込ませる納まり
とし、内外の連続性を意図している。リブガラスは
屋外側に配置しており、屋内側は凹凸のないガラス⾯
を構成している。これにより正⾯だけでなく斜めから
の視界も確保でき、ゴルフコースへの開放的な眺望の
最⼤化を図った。

レストランより︓コース側の⾵景を望む .レストランより︓コース側の⾵景を望む .

コース側（待合ラウンジ・レストラン前）外観（⼣景）コース側（待合ラウンジ・レストラン前）外観（⼣景）コース側（待合ラウンジ・レストラン前）外観（⼣景）

ハイブリッド梁 -GCW 取合いハイブリッド梁 -GCW 取合いハイブリッド梁 -GCW 取合い

コース側より . ⾵景に溶け込むクラブハウス .コース側より . ⾵景に溶け込むクラブハウス .コース側より . ⾵景に溶け込むクラブハウス . ハイブリッド梁と同ピッチで配置された、Φ80 ㎜の⼩径無垢柱ハイブリッド梁と同ピッチで配置された、Φ80 ㎜の⼩径無垢柱ハイブリッド梁と同ピッチで配置された、Φ80 ㎜の⼩径無垢柱

待合ラウンジ・レストラン︓内部からも特徴的な⼤屋根形状を感じるダイナミックな空間 .待合ラウンジ・レストラン︓内部からも特徴的な⼤屋根形状を感じるダイナミックな空間 .待合ラウンジ・レストラン︓内部からも特徴的な⼤屋根形状を感じるダイナミックな空間 .

⿃瞰 . 各コース（東・中・⻄）とクラブハウスが正対する配置 .⿃瞰 . 各コース（東・中・⻄）とクラブハウスが正対する配置 .

⾞寄せ⾞寄せ⾞寄せ ロビーロビーロビー スターティングテラススターティングテラススターティングテラス レストランレストランレストラン

姿図（側面）

   
近畿大学15番目の学部「情報学部」のための建築。研究室の垣根を取り払い多様な情報系学術を学ぶ330人が日々
の活動が混在することで新結合を生み出す拠点づくりを掲げた。デジタルで全ての学術情報と繋がることができる
時代において、リアルな教育環境を再定義するため「プログラムと空間」の同時デザインに取り組んだ。

Kindai University Digital Informatics eXperts
近畿大学E館(KDIX) デジタル時代における新しい教育環境の創出

⽚流れフィーレンディールビッグトラス

リブ付 PCa 版による
無柱空間

RC背⾻フレーム

⼆重鋼管座屈補剛ブレース

床下設備格納のため
のリバーススラブ

斜め格⼦梁架構

斜め格⼦梁
（緩勾配）

斜め格⼦梁
（急勾配）

床下設備格納のための
リバーススラブ

床下設備格納のための
リバーススラブ

リブ付 PCa 版による
無柱空間
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研究室の垣根を取り払い2層吹抜けの一体研究空間。屋根を4枚に分節し外部空間（３つの屋上テラス）を挟み込むことによって、光・風・緑などの自然要素が
流入し、一体空間が自然に包まれる環境を創出する。

Digital x Real  プログラムと空間デザイン 
デジタルとリアルが同時存在するデジタルツインを実現するため建築中央部にi-COREと呼称する空間を挿入。ここは情報学部の学術拠点でもある。デジタ
ル映像が常に投影され学生を刺激する没入感の高いブラックボックス空間であり、外光が北側上部から差し込み研究室への主動線となるリアルな空間で
もある。デジタル時代におけるリアルな教育環境を再定義するにあたり、プログラムと空間デザインを同時に取り組みデジタルツインを空間化することを実
現した。

力強さと軽やかさを生む架構と環境デザイン
デジタルアートが光と色を絵具として描くように、多様な居場所が自然光を受けて色が研究空間をうつろう情報学部ならではの表現に取り組んだ。そのため
に設備機器はすべて床下でおさめて、キャンバスとなる大屋根を構成する鉄骨や天井は極力シンプルにした。

■計画概要
所在地　    大阪府東大阪市新上小阪5-86
主要用途　学校（大学）
地域地区　第一種住居地域　準防火地域
敷地面積　47,442.67m2
建築面積　  3,306.02m2
延床面積　  8,702.32m2
建蔽率　      32.46%（許容：70%）（敷地全体）
容積率　    130.72%（許容：200%）（敷地全体）
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２階平面図　1/1000
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①_緩勾配屋根下空間
②_急勾配屋根下空間
③_南側の軒下外部テラス、立ち上がる緑量。
④_急勾配屋根下テラスに什器を置き、活動空間へ。
⑤_北側屋外テラス。緑化ワイヤーにより立体ランドスケープ化。
⑥_RC逆梁下の空間は低く抑えて集中ゾーンへ。
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室内に発⽣する⽊漏れ⽇ ・光ケーブル照明

EV

GUEST HOUSE

⼤阪府東⼤阪
オフサイトセンター
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On Demand Salon

i-CORE

esports Arena

エントランスホール

院生室

研究室 研究室 研究室

屋外テラス
軒下外部テラス 軒下外部テラス

教員室

教員室

教員室 軒下外部テラス

演習室

演習室

演習室 演習室

点在するさまざまなコンテンツとその空間デザイン

On Demand Salon：
オンライン授業などゼミ配属前の学生の拠点。

esports Arena：
外部との対戦も可能な情報学部のフラッグシップ

i-CORE(Informatics core)：
学術成果の映像で学生が空間を創り出す

N

階数　         地上4階　
最高高　    20,700mm
軒高　        17,500mm
主体構造　鉄筋コンクリート造　一部，鉄骨造
杭・基礎　  既成コンクリート杭（SC＋PHC）
環境配慮　CASBEE S
設計期間　2020年1月～11月
施工期間　2020年12月～2022年1月

N

▲

近畿大学15番目の学部「情報学部」のための建築。研究室の垣根を取り払い多様な情報系学術を学ぶ330人が日々
の活動が混在することで新結合を生み出す拠点づくりを掲げた。デジタルで全ての学術情報と繋がることができる
時代において、リアルな教育環境を再定義するため「プログラムと空間」の同時デザインに取り組んだ。

Kindai University Digital Informatics eXperts
近畿大学E館(KDIX) デジタル時代における新しい教育環境の創出

i-CORE内では、入隅を利用した「映像に包まれる空間」が対面する。正面は北側自然光が入り込む階段動線。

応募作品一覧 応募作品一覧

 応募番号：27 応募番号：16

 応募番号：32 応募番号：20

 応募番号：35 応募番号：23

 応募番号：26 応募番号：15

 応募番号：30 応募番号：18

 応募番号：34 応募番号：22

 応募番号：24 応募番号：14

 応募番号：29 応募番号：17

 応募番号：33 応募番号：21

 「高萩市認定こども園」
 作者：鈴木教久 鈴木彬史
 所在地：茨城県高萩市本町

N
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保育室縁側多目的ホール

浸水対策ステップ
イベント時観覧席として活用

夏至

冬至

▽浸水レベル
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シンプルなジオメトリーでつくる 3次元曲面屋根

設　計 梓設計
施　工 日興建設
所在地 茨城県高萩市

たかはぎ認定こども園

園舎全体を深い軒（3.7ｍ）のある大屋根でＬ字型

に繋ぎ、メインの動線は半屋外の軒である。

深い軒の空間は、園庭を包み込み、保育室への廊

下を介さない直接のアクセスを可能とし、登園・降

園の渋滞緩和、感染症対策の消毒スペースとなる。

また、雨天時の滞留スペースや、運動会の観客席、

夏の日陰や雨天時の遊び場、多目的ホールの屋内

外の連携と、多岐にわたる活用が可能である。

大屋根がつくる半屋外の中間領域が、多目的な活

動と拡がりのある場で園舎を包み込んでいる。

L字型の多目的ホールを頂点（6.6ｍ）として、保育

室（3.5m）へと気積がゆるやかに変化する。一体

の屋根で構成することで、外壁の面積を抑えなが

ら、必要十分な気積を確保し、ひと繋がりの半屋

外空間で園舎全体を構成している。

高さの変化する屋根を登り梁形式とすることで、

建物全体の高さを抑えながら、木質梁による最大

限の内部空間を確保した。同断面・同材質である

カラマツ集成材120×450mm（E105-F300）を

登り梁として900mmピッチに架け渡し、軒先は

一定に揃えながら、棟の高さを空間の用途に合わ

せて変化させることで3次元曲面屋根を構成して

いる。棟木の代わりにFB-25 ～ 36×400mm

（SS400）の鋼材を使用することで、登り梁の連

続性をより強調させた内部空間を実現している。

高さが変化しながらも、シンプルなジオメトリ―と

木架構により、親しみやすい空間で園舎全体を包

み込んでいる。 （鈴木彬史／梓設計）

・所在地／茨城県高萩市本町4-5-1、２、6-2
・主要用途／認定こども園
・建主／高萩市

  【 設計 】
・梓設計
 建築担当：鈴木教久　鈴木彬史
 構造 担当：林将利
 電気設備担当：松本栞名
 機械設備担当：山田洋輔
 監理／梓設計
 意匠担当：相内真
 構造担当：清水一秋
 電気担当：栗原正
 機械担当：片桐伸一

  【 施工 】
・建築 ／日興建設
 担当：佐藤貴則　鈴木規文　鈴木大吾
・空調・衛生／関彰エンジニアリング
 担当：田村成
・電気／オーム電機
 担当：今田晃毅　吉野英喜

  【 規模 】
・敷地面積／ 3,732.32m2

・建築面積／ 1,663.29m2

・延床面積／ 1,291.04m2

・建蔽率／ 44.57%（許容：60%）
・容積率／ 34.59%（許容：200%）
・階数／地上１階　

  【 寸法 】
・最高高／ 6,600mm
・軒高／ 2,600mm
・階高／保育室：3,560mm
・天井高／保育室：3,100mm（平均天井高さ）
・主なスパン／ 3,500×12,270mm

  【 敷地条件 】
・地域地区／第一種住居地域　法第22条区域
・道路幅員／西14m　
・駐車台数／ 13台（多目的駐車場12台、バス1台）

  【 構造 】
・主体構造／木造　一部鉄骨造
・杭・基礎／直接基礎　地盤改良

  【 設備 】
・環境配慮技術
 CASBEE（LEED）、PALなどの数値：Ｐ＊≦0.9、
ＢＥＩ≦0.9
・空調設備
 空調方式／空冷ヒートポンプパッケージ方式、ガス
エンジンヒートポンプパッケージ方式（多目的ホール
のみ）

 熱源／電気、ガス併用
・衛生設備
 給水／直結直圧方式
 給湯／局所方式
 排水／分流方式
・電気設備
 受電方式／回線受電方式
 設備容量／ 112kVA 
 契約電力／ 68kVA
・防災設備
 消火／パッケージ型消火設備
 排煙／自然排煙

  【 工程 】
・設計期間／ 2020年3月～ 2021年2月
・施工期間／ 2021年3月～ 2022年2月

  【 外部仕上げ 】
・屋根／フッ素ガルバリウム一文字葺（ダイムワカイ：
パーフェクトルーフ）

・外壁／スギ板（ｔ=15、18、21mm）の上、自然
系塗料　窯業形サイディングボード t=14mm

・開口部／アルミサッシ（三協立山：アルミアームス）
・外構／テラス：ゴムチップ舗装　グラウンド：ソアー
舗装

  【 内部仕上げ 】
・保育室、多目的ホール

 床／北海道パーケット　カバ複合フローリング 
t=15mm

 壁／有孔OSB合板 ｔ=15mm AEP塗装
 天井／竹村工業：レノウッド　内装用木毛セメント
板 ｔ=14ｍｍ　

  【 構造設計協力・材料供給・施工 】
・シェルター
 担当：渡辺卓也　伊藤克彦　川窪大地　中島達也
大泉亮輔

  【 撮影 】
・梓設計

※設計者プロフィールは〇〇頁

3点：施工中。120×450mmのカラマツ集成材の登り梁を900mmピッチで架け渡して構成された3次元曲面屋根が載る認定こども園。棟木にはフラットバーの鋼材を用いて、軒先は一定に揃えな
がら棟の高さを空間の用途に合わせて変化させる。

平面　縮尺1/600

架構ダイアグラム

棟部分詳細　縮尺1/50

軒先部分詳細　縮尺1/50

上：全景イメージ。
下：活動広場イメージ。

梁：
カラマツ集成材 120×450mm ＠900mm

梁：
カラマツ集成材 120×450mm ＠900mm
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エントランスポーチと活動広場

保育室間の引込戸を引込んだ保育室壁

雁行した平面で視認性を高めた保育室 絵本コーナー食育に配慮した調理室

たかはぎ認定こども園

このこども園には、保育室へとつながる廊下はない。
園舎全体を深い軒のある木造の大屋根で覆い、園児のメインの動線は半屋外の縁側である。
動線の縁側化により、天候、感染症対策、送迎、遊び場、イベント対応等、限られた建築面積の中で、
拡がりあるアフターコロナ時代の豊かな園舎のあり方を目指した。

拡がりある内部空間を確保し、軒高さを抑えた形態 シンプルな木造登り梁による 3次元曲面屋根でつつむ園舎
Ｌ字型の多目的ホールを頂点（6.6ｍ）として、保育室（3.５ｍ）へと気積がゆるやかに変化する。メイン動線の縁側の軒
下高さは２.15ｍである。こどものスケールに合わせた低い軒先は、雨の吹込や、夏季の強い日差しを遮る。
多目的ホールを敷地中央に配し、低い軒でつながるこの屋根形態は、近隣住宅に対し影を一切落としていない。

園児により、保育時間（４h、８h、11h）、お昼寝の有無、延長・早朝保育の通園形態が異なる。１日の間に変化する保育環境
に合わせて、保育室間の連携が可能な計画とした。多目的ホールの折れ戸を開き、多目的ホールと、半屋外の活動広場・縁側は
屋内外が一体的な利用可能である。イベント時には、感染対策の離隔距離や換気を確保したホールの拡張スペースとなる。園庭
を囲う縁側は、運動会の観客席となる。

保育室は縁側に対し、雁行した平面とすることで、園児は自分の保育室の位置がわかりやすい計画としている。
掲示用の壁を収納と同面とし、園児から見やすく、園児の手の届くように配慮している。また、調理室に窓を設けることで、食
育を促すと共に、調理員との接点づくりを行った。
各保育室には、天井の低い絵本コーナーを設けて、園児の居場所づくりを行った。

高さの変化する屋根を登り梁形式とすることで、軒は低く抑えながら、最大限の内部空間を確保した。
同断面・同材質であるカラマツ集成材 120×450（E105-F300）を登り梁として 900 ピッチに架け渡し、軒先は一定に揃
えながら、棟の高さを空間の用途に合わせて変化させることで三次元曲面屋根を構成している。棟木の代わりに FB-25 
～ 36×400（SS400）の鋼材を使用し、登り梁の連続性をより強調させた内部空間を実現している。

配置平面アクソメイメージ

架構モデル 架構モデル

送迎時縁側

西側立面

西側立面

南北断面図 S =1/150

保育環境の変化に追従する場づくり

園児の目線への配慮

縁側でつなぐ アフターコロナ時代の廊下のないこども園 01

02

04

0503

このこども園は、保育室へとつながる廊下はない。園舎全体を深い軒のある木造の大屋根で覆い、園児のメインの動線は
半屋外の縁側である。コロナ対策で消毒スペースや離隔など必要面積は増えたが、建築面積を広げるには限界がある。
縁側は、保育室への直接の登園・降園時動線であり、猛暑雨天時の遊び場や、運動会の観客席、屋内空間と連携した活用
が可能である。半屋外の中間領域が、こどもの多様な活動と拡がりを生み出している。
廊下を無くし、縁側をメイン動線とすることで、アフターコロナ時代の豊かな園舎のあり方を目指した。

縁側で包む廊下のない園舎

運用に合わせて
連携する保育室

園児の主動線の奥行 3.7ｍの縁側
※猛暑雨天時の遊び場、イベント時観覧席
 活動広場と連携する多目的ホール
 分棟により個別の運用可能な子育て支援室

 十分な送迎時の溜り・消毒スペース01

01

02

02

03

03

04

04
 南向きの陽当りと
 南北の通風を確保

施設全体を見渡す
 ことができる事務室

 歩車分離と十分な
乗降スペースの確保

 駐車・送迎ゾーンと園舎・園庭ゾーン
 を東西で明快に分離

屋根を低く抑える屋根を低く抑える
近隣配慮近隣配慮

屋根を低く抑える屋根を低く抑える
近隣配慮近隣配慮

こどものスケールの軒こどものスケールの軒

保育室の気積確保保育室の気積確保多目的ホールは天井高さを確保多目的ホールは天井高さを確保
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シンプルなジオメトリーでつくる 3次元曲面屋根

設　計 梓設計
施　工 日興建設
所在地 茨城県高萩市

たかはぎ認定こども園

園舎全体を深い軒（3.7ｍ）のある大屋根でＬ字型

に繋ぎ、メインの動線は半屋外の軒である。

深い軒の空間は、園庭を包み込み、保育室への廊

下を介さない直接のアクセスを可能とし、登園・降

園の渋滞緩和、感染症対策の消毒スペースとなる。

また、雨天時の滞留スペースや、運動会の観客席、

夏の日陰や雨天時の遊び場、多目的ホールの屋内

外の連携と、多岐にわたる活用が可能である。

大屋根がつくる半屋外の中間領域が、多目的な活

動と拡がりのある場で園舎を包み込んでいる。

L字型の多目的ホールを頂点（6.6ｍ）として、保育

室（3.5m）へと気積がゆるやかに変化する。一体

の屋根で構成することで、外壁の面積を抑えなが

ら、必要十分な気積を確保し、ひと繋がりの半屋

外空間で園舎全体を構成している。

高さの変化する屋根を登り梁形式とすることで、

建物全体の高さを抑えながら、木質梁による最大

限の内部空間を確保した。同断面・同材質である

カラマツ集成材120×450mm（E105-F300）を

登り梁として900mmピッチに架け渡し、軒先は

一定に揃えながら、棟の高さを空間の用途に合わ

せて変化させることで3次元曲面屋根を構成して

いる。棟木の代わりにFB-25 ～ 36×400mm

（SS400）の鋼材を使用することで、登り梁の連

続性をより強調させた内部空間を実現している。

高さが変化しながらも、シンプルなジオメトリ―と

木架構により、親しみやすい空間で園舎全体を包

み込んでいる。 （鈴木彬史／梓設計）

・所在地／茨城県高萩市本町4-5-1、２、6-2
・主要用途／認定こども園
・建主／高萩市

  【 設計 】
・梓設計
 建築担当：鈴木教久　鈴木彬史
 構造 担当：林将利
 電気設備担当：松本栞名
 機械設備担当：山田洋輔
 監理／梓設計
 意匠担当：相内真
 構造担当：清水一秋
 電気担当：栗原正
 機械担当：片桐伸一

  【 施工 】
・建築 ／日興建設
 担当：佐藤貴則　鈴木規文　鈴木大吾
・空調・衛生／関彰エンジニアリング
 担当：田村成
・電気／オーム電機
 担当：今田晃毅　吉野英喜

  【 規模 】
・敷地面積／ 3,732.32m2

・建築面積／ 1,663.29m2

・延床面積／ 1,291.04m2

・建蔽率／ 44.57%（許容：60%）
・容積率／ 34.59%（許容：200%）
・階数／地上１階　

  【 寸法 】
・最高高／ 6,600mm
・軒高／ 2,600mm
・階高／保育室：3,560mm
・天井高／保育室：3,100mm（平均天井高さ）
・主なスパン／ 3,500×12,270mm

  【 敷地条件 】
・地域地区／第一種住居地域　法第22条区域
・道路幅員／西14m　
・駐車台数／ 13台（多目的駐車場12台、バス1台）

  【 構造 】
・主体構造／木造　一部鉄骨造
・杭・基礎／直接基礎　地盤改良

  【 設備 】
・環境配慮技術
 CASBEE（LEED）、PALなどの数値：Ｐ＊≦0.9、
ＢＥＩ≦0.9
・空調設備
 空調方式／空冷ヒートポンプパッケージ方式、ガス
エンジンヒートポンプパッケージ方式（多目的ホール
のみ）

 熱源／電気、ガス併用
・衛生設備
 給水／直結直圧方式
 給湯／局所方式
 排水／分流方式
・電気設備
 受電方式／回線受電方式
 設備容量／ 112kVA 
 契約電力／ 68kVA
・防災設備
 消火／パッケージ型消火設備
 排煙／自然排煙

  【 工程 】
・設計期間／ 2020年3月～ 2021年2月
・施工期間／ 2021年3月～ 2022年2月

  【 外部仕上げ 】
・屋根／フッ素ガルバリウム一文字葺（ダイムワカイ：
パーフェクトルーフ）

・外壁／スギ板（ｔ=15、18、21mm）の上、自然
系塗料　窯業形サイディングボード t=14mm

・開口部／アルミサッシ（三協立山：アルミアームス）
・外構／テラス：ゴムチップ舗装　グラウンド：ソアー
舗装

  【 内部仕上げ 】
・保育室、多目的ホール

 床／北海道パーケット　カバ複合フローリング 
t=15mm

 壁／有孔OSB合板 ｔ=15mm AEP塗装
 天井／竹村工業：レノウッド　内装用木毛セメント
板 ｔ=14ｍｍ　

  【 構造設計協力・材料供給・施工 】
・シェルター
 担当：渡辺卓也　伊藤克彦　川窪大地　中島達也
大泉亮輔

  【 撮影 】
・梓設計

※設計者プロフィールは〇〇頁

3点：施工中。120×450mmのカラマツ集成材の登り梁を900mmピッチで架け渡して構成された3次元曲面屋根が載る認定こども園。棟木にはフラットバーの鋼材を用いて、軒先は一定に揃えな
がら棟の高さを空間の用途に合わせて変化させる。

平面　縮尺1/600

架構ダイアグラム

棟部分詳細　縮尺1/50

軒先部分詳細　縮尺1/50

上：全景イメージ。
下：活動広場イメージ。

梁：
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登り梁による温かで伸びやかな多目的ホール棟梁が室内に突出しない保育室内部園児の主動線となる奥行き 3.7ｍの縁側 縁側で園庭をつつむ形態

折れ戸を開き縁側と一体的な活用が可能な多目的ホール 椅子にもなる縁側の浸水対策の段差



 「SINKO AIR DESIGN STUDIO」
 作者：森田昌宏 阿部敬一
 所在地：大阪府寝屋川市宇谷町

 「竹中工務店静岡営業所」
 作者：上河内浩 小杉嘉文 西田順風
 所在地：静岡県静岡市葵区昭和町

 「金沢実践倫理会館」
 作者：上河内浩 小杉嘉文
 所在地：石川県金沢市玉川町

 「国立アイヌ民族博物館」
 作者：安藤直 海老原靖子 松谷悟詞 國眼一成
 所在地：北海道白老郡白老町若草町

 「オセロハウス」
 作者：中西正佳（（株）中西正佳建築設計事務所） 
所在地：大阪府高槻市真上町

 「竹中工務店岡山営業所」
 作者：高橋賢
 所在地：岡山県岡山市北区田町

 「Nagasaki Job Port」
 作者：稲垣淳哉 佐野哲史 永井拓生 堀英祐 /
Eureka 
石井秀幸 野田亜木子/ studio terra 
小林玲子/kitokino architecture
 所在地：長崎県長崎市田中町

 「東立石保育園」
 作者：相坂研介設計アトリエ 相坂研介
 所在地：東京都葛飾区東立石

 「下石の通い所」
 作者：加賀隆徳（ほとり建築事務所）魚谷剛紀
 （Uo.A）鈴木將也（ほとり建築事務所）
 所在地：岐阜県土岐市下石町

 「石川県立図書館」
 作者：環境デザイン研究所 仙田満　
廣村デザイン事務所 廣村正彰　
川上デザインルーム 川上元美　
環境デザイン研究所 野村朋広　
ライティングプランナーズアソシエイツ 面出薫　
マインドスケープ 柳原博史　
 所在地：石川県金沢市小立野

 「木曽町役場」
 作者：千田友己 千田藍 金箱温春 岡山俊介
 所在地：長野県木曽郡木曽町福島

 「大宮区役所・大宮図書館」
 作者：（株）久米設計 伊藤彰彦　
シーラカンスK&H（株）工藤和美　
大成建設（株）一級建築士事務所 伊勢季彦 
村瀬宏典　
 所在地：埼玉県さいたま市大宮区吉敷町

 「宝性院観音堂」
 作者：柿木佑介 廣岡周平
 所在地：埼玉県北葛飾郡杉戸町杉戸

 「上有住地区公民館」
 作者：柿木佑介 廣岡周平
 所在地：岩手県気仙郡住田町上有住山脈地

 「Farewell Platform」
 作者：百枝優
 所在地：長崎県佐世保市新田町

 「HOGET」
 作者：佐々木翔 佐々木千鶴
 所在地：長崎県西海市西海町川内郷

 「西部石油（株）山口製油所新事務所棟」
 作者：AA建築設計工房 川北英　
大成建設（株）一級建築士事務所 横手真一郎 
関明子 遠藤僚 岩崎利幸 尾毛谷阿弓
 （株）コンパッソ 菊竹雪
 所在地：山口県山陽小野田市西沖

屋上デッキへ

水害時
□凡例

火災時

公道へ

公道へ

公道へ

位置指定道路へ
公園へ

GL+9920

GL+6880

GL+3680

RFL:

3FL:

2FL:

3mライン

事務室調理室

中庭

保育室

公園

前面道路

スリット

周辺ボリューム

撥水材

超速硬化ウレタン防水
スラブ水勾配

水勾配

水勾配

水勾配

水勾配

水勾配

水勾配

▽RFL

▽3FL

▽2FL

▽1FL

▽設計GL

転落防止手すり
手すり：St 17.3Φ×2.3
支柱：St 13Φ＠90

転落防止手すり
手すり：St 17.3Φ×2.3
支柱：St 13Φ＠90

幕板：St PL-9

　　　撥水材塗布

幕板：St PL-9

幕板：St PL-9

幕板：St PL-9

転落防止手すり
手すり：St 17.3Φ×2.3

支柱：St 13Φ＠90

水勾配

水勾配

ウッドデッキ

転落防止柵(忍び返し付き)

スラブ水勾配
超速硬化ウレタン防水 超速硬化ウレタン防水

軒裏：コンクリート打放の上、

軒裏：コンクリート打放の上、
　　　撥水材塗布

軒裏：コンクリート打放の上、
　　　撥水材塗布

軒裏：コンクリート打放の上、
　　　撥水材塗布

止水板

ウレタン塗装

止水板

ウッドデッキ

スラブ水勾配
超速硬化ウレタン防水超速硬化ウレタン防水

ウレタン塗装

▽3FL

▽2FL

▽1FL

▽設計GL

ケイカル板 t=8の上、
DP塗装

コンクリート打放
目地消し平滑補修
ウレタン塗装

砂場：川砂 t=400
　　　砕石 t=100

井戸

ケイ酸質系塗布防水材
ピット内防水
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２歳児保育室

事務室

女性更衣室教材室

キュービクル

■周囲に閉じつつ開く配置・平面計画

■近隣の街並に合わせた立面計画

■常時は楽しく非常時も安心な動線計画 ■バリアフリーと水害対策を両立させる防災計画

日常

非常時

断面詳細図  1/100

1 階は狭い道から後退している

ひな壇テラスから屋上へ

近くを流れる天井川

避難所にもなる遊戯室

タイヤやロープの素朴な遊具

公園にも近い子育て空間

密集した市街地に計画した、園児がのびのび遊べ保育士も保護者も安心出来る「家」、

体を動かし考える力を養う「公園」、命の尊さや食への感謝を知る「学び舎」、

および天井川の氾濫の際には地域の拠り所となる「砦」の４つを兼ねる保育園。

近隣への配慮から平面は公園にのみ開いた C型、立面は街並に合わせ分割。非常時に

上下へ逃げられる回遊動線とし、屋上スロープや大階段は年齢に応じた天井高や備蓄庫

を生み出しつつ、地域住民を含めた数百名が腰掛けながら救助を待つことが出来ます。

そうした様々なバランスを保ちながら、社会の変化に長期的に追随できる柔軟さをもつ、

質と強度の高い空間を目指しました。

東立石保育園 -公園に開かれつつ水害時は避難できる地域の砦 -

中庭から公園を見る

1階平面図 2階平面図 R階平面図3 階平面図

北立面図 東立面図南立面図西立面図

1 エントランスゲート

2 中庭

3 縁側

4 事務室

5 一時保育室

6 調理室

7 下処理室

8 食品庫

9 検収室

10調理師控室

11０歳保育室

12１歳保育室

13子育て広場

14２歳保育室

15納戸

16遊戯室

17ランチルーム

18５歳保育室

19４歳保育室

20３歳保育室

21教材室

22女性更衣室

23書庫

24男性更衣室

25防災備蓄庫

26ひな壇テラス

27サービスバルコニー
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面積規模

敷地面積：1296.63 ㎡

建築面積：  779.81 ㎡

　1階　：　590.45 ㎡

　2階　：　584.02 ㎡

　3階　：　206.11 ㎡

延床面積： 1380.58 ㎡　

建築概要

主用途　：保育所

用途地域：準工業地域

高度地区：第二種高度地区

防火地域：準防火地域

建ぺい率：  60.15％（許容：  70％）

容積率　：105.73％（許容：200％）

高さ

最高高さ：9,780 ｍｍ

軒高　　：9,670 ｍｍ

構造・規模

主体構造：ＲＣ造　一部　鉄骨造

杭・基礎：羽根付き鋼管杭

階数　　：地上３階
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( 参拝 )
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■配置図兼平面図 S=1/300

空地

街道

境内

街道

境内

参道

ポーチ

水回棟

廊棟

収納棟
霊安室棟

大きな縁側
のような場所

建具を開くと中庭と
お堂が一体となる

中庭

駐車場

お堂

街道

境内

■構成ダイアグラム

四隅から登り梁をかける 頂点をずらしながら複製していく 下部は寄棟のタイビームとなり、
面剛性を持った樹木のような屋根架構となる

+1 +n

↓ ↓

■構造ダイアグラム

梁 : 105×270
　 (E120-F330)

切妻屋根：
方形屋根の構造原理を応用した
樹木のような架構

庇A：
切妻屋根の登り梁と同じ材を
ボルト締めで束ねた板状の庇

庇B：
収納の柱梁を足がかりに
組んだ板状の庇
両端は庇Aの端材を束ねて
意匠を揃える

庇C：
梁の半分を下部構造に
飲み込ませたキャンチレバーの庇

下部構造：
105x180と□105で
組んだ格天井のボリューム

棟 : 270×270

梁 : 105×180
柱 : □105

ホール

中庭

参道参道

住職

寺子屋

小学生

親

結婚式
コンサート

コンサート

テライチ 葬儀

寄席

写経法話

ウエディングプランナー

ヨガインストラクター

住職の娘

新しい墓

ギャラリー

待合

ワークショップ

テライチ

水回り

日光街道

杉戸宿

使われていない

宿場の住居

WC給湯室

倉庫

駐車場

駐車場

不動堂

庫裡

畳の大広間

廊

安原成美

安原竹夫

教え子

近郊の有名店
埼玉のアーティスト

アンクルン奏者

ピアニスト

落語家

地元の合唱団

ギター奏者

楽団

檀家

妊婦

観光客

地元住人

アーティスト

テライチ実行委員会

観音様霊安室
→

←

←
映画祭

←

↑

↑

↑

↑
寺ヨガ
↓

↓
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控室

倉庫

ご遺体

護摩

仏画

宝性院観音堂

家墓

参道

住職

寺子屋

赤文字 ： 公共性を帯びたモノ ・出来事

ご詠歌

小学生

親

コンサート

葬儀

緑文字 ： 宗教性を帯びたモノ ・出来事

黒文字 ： 属性を帯びていないモノ ・出来事

：属性を帯びていない関係

：建立後に生まれた関係 ・ モノ ・ 出来事

大日如来 十三仏

馬頭観音

毘沙門天

寄席法事

法事

写経法話

縁側

日光街道

杉戸宿

使われていない

宿場の住居

駐車場

不動堂

観音堂建立前の関係図 観音堂建立後の関係図

庫裡

畳の大広間

本堂

ピアニスト

落語家

檀家

妊婦

観光客

地元住人

葬儀

ご遺体

護摩 初参り

不動明王

不動明王

家墓

葬儀

大日如来 十三仏

本堂

鐘楼堂

山門

山門

縁側

：四角は建造物や空間

：角丸は人 ・ モノ ・ 出来事

馬頭観音

毘沙門天

鐘楼堂

埼玉県の杉戸の宝性院の新たな観音堂の計画である。450年以上の

歴史を持つ寺院の地域の拠点となる観音堂を目指した。お堂の中に祀

られる仏像は方向性を持つ。南向きか東向きでなければならないとい

う原則はあるが参道から続いた軸線と仏像が対面するケースが圧倒的

に多い。しかし、　それでは参拝として性質がメインになり、地域住人が

進んで行うような自由な活動が起きにくいと考えた。そこで参道を一

部拡げて中庭を設け、お堂の側面を中庭に開く形式とした。それによっ

てトップライトから光を受ける側面のボリュームや中庭が活動の背景と

なる。観音様が横から見える敷居の低い公共軸と、駐車場からから

入ってみたときの樹木のような屋根の架構によって象徴的に扱われた

観音様への対面する宗教軸という２つの軸をもつことができ、軸のと

らえ方を変えることでモードが変化する。それにより、地域住民のコン

サートやマルシェや結婚式といったイベントから静謐なお葬式まで多彩

な性質のイベントを行われる。竣工後そういった活動が町の関係を少

しずつ書き換え、「共に生きていくこと」に価値を見出した住人が増え

ているのが確かに感じられる。現在のコロナ禍においてもオープンな

中庭が客席となり、ホールを舞台としたプロジェクターを使った紙芝居

が地域の住民やこどもたちに向けて行われた。住職は「地域への恩返

し」だという。宗教施設が現代の社会において持つべき地域との関係

を体現する地域に開かれた人々の活きるための舞台である。

宝性院観音堂

中庭からホールを見る。仏像に対して側面が開いているため、敷居が低く感じ入りやすい。

架構がまちのシンボルとなる。

～宗教施設が生み出す地域に開かれた 人々の活き る た めの舞台～

ホール内観。観音様に正対して見ると架構やトップライト、隣の不動堂の屋根の縁取りで静謐さを感じる。 参道を見る。ボリュームと屋根の高さを低くすることで既存のお堂の邪魔にならない。

中庭を見る。ボリュームに板や三角屋根がぽんと置かれたように見える。

参道からエントランスを見る。ボリュームと庇の関係でたまりが生まれる。

縁側を見る。ホールの建具を開け放つと大きな縁側となる。

廊の内観。段差解消のスロープはギャラリーとなる。廊の内観。玄関前は休憩スペースとなる。玄関から曲面壁で内部に誘導。

駐車場に正面性を持たせる。

結婚式。トップライトを背景にして、新郎新婦がいることで

観音様も参列客のようなカジュアルさがある。

マルシェの様子。中庭が活動の場として使われる。

この時は地元の吹奏楽団の演奏会が行われた。

宗教性の軸

公共性の軸

側面から見た時
の敷居の低さ

仏像には向きがあり、向き合い方によって

見る人のモードが変わる。

街道から離れた境内。

空地が敷地となる。

参道を規定するように

ボリュームを配置し中庭を作る

正面から見た時
の宗教性の強さ

宗教性の軸

公共性の軸

収納／中庭が背景となる。

観音様と不動堂が

背景となる軸

この図は関係性の変化の図である。建立前の宝性院では、宗教的なイベントが多く、庫裡でも部分的に公共的なイベントが行われていたが、観音堂の建立

後は宝性院内での公共的なイベントが増えたことがわかる。ギャラリーはアーティストがさらに知り合いに紹介して、展示したいと名乗りをあげてくれる方

も多くおり、数珠繋ぎで縁ができている。マルシェ（テライチ）は２回目以降は実行委員会が生まれ、事前にWSを行ったり、以前から行っていた地元の子供

を対象とした寺子屋イベントに参加する子供の親が参加していき、宗教と縁がない方にも宝性院が広まっている。その中で、かつての宿場町として栄えて

いたころの面影を残す民家を借り上げてカフェなどを行おうという話まで持ち上がっている。

檀家だけでなく地元住民にも開かれた寄席

２０２０年８月の映画会。

廊でのWSの様子。ギャラリーはアーティストの希望で貸し出す。 地域住民が企画した声楽コンサート

断面ダイアグラム構造アクソメ

電車が来て、人々は遠くに旅立つ。霊柩車が来る。電車の踏切音を背景に、7つの光がお見送

り空間を照らす。

ホワイエ車寄せ（正午）:結晶体のような屋根の切れ目から７つの光が落ち ,路を照らす .

ホールホワイエ

外観 :折板状の屋根が住宅地に向かってこうべを垂れるようにして傾斜している .

電車に乗って旅立つ人々の日常的な風景と葬祭場でのお見送りの風景

上相浦駅に隣接する敷地 :どこまでも続くような線路と無人駅の風景 .右側に計画した葬祭場が見える .

山並、葬祭場、駅

立面図

断面図

配置図兼平面図

'Ceremony'（佇む /参列）

'Farewell'（旅立 /別れ）　

駅では人々が電車を待ち、佇んでいる。葬祭場では人々がホールに集まり、セレモニーを行っ

ている。

長崎県佐世保市にある上相浦駅の隣に計画した葬祭場。敷地を訪れた際、電車を
待つ人々が線路を挟んで佇む駅の風景と、旅立つ故人を見送るために人々が参列す
る葬儀の風景が重なって見えた。そこで葬祭場を駅のように捉え計画することで、
誰にでも訪れる「死」を日常と隣り合うものとして人々が感じるきっかけにできない
かと考えた。線路のように「遠くの何処か」につながって感じられるお見送り空間を
つくることを主題とした。
ご遺族が故人を見送る車寄せを、線路と平行になるよう計画し、2枚の折板屋根で
覆うことで建築と一体化した。架構は木造在来構法として、7つに分割した屋根を
車寄せ空間の中央で繋ぎ合わせ、頂部に結晶体のような光だまりをつくった。

敷地に面する住宅地とご遺族、双方への配慮から霊柩車を隠すためのスクリーンが
求められた。そのため道路側に足元と頂部から風と光を取り込む開放感のある壁を
設け、屋根の片方を支持する断面計画とした。
折板屋根は 3つの効果を生み出した。屋根を小さくして住宅地に馴染ませる、登梁
を 2m以下としてコストを抑える、山型屋根を連続させることでスラストを抑える、
という3点である。特徴的な車寄せの架構は、スリーヒンジラーメンを応用している。
ここでは時折訪れる電車と踏切音を背景に、太陽と共に移動する屋根からの光がお
見送り空間を照らす。故人が遠くに去っていく中、環境の音と光によって遺族に寄り
添う空気感が醸成される。

Program: Funeral Hall
Site: Sasebo city
Completion: Mar. 2021
Structure: Wood
Total Area: 463.7㎡

Farewell Platform
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オセロハウス

N

0 5m

S=1/150

奥開口部：２階ご両親宅との接続部分奥開口部：１階ご両親宅との接続部分

まちに開かれた庭

みち

テラス

オープンスペース

計画建物
両親の家

路地

１階平面図

S=1/150
２階平面図
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0
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風  ：  

１階内外建具、造作家具
米ヒバ

２階ロフト下部壁
陶器質タイル

馬踏み目地

柱・桁・梁
米松　製材無垢

ペンダント照明
波板ガラス

真鍮塗装

外構・エントランス
カリストグリーン

諏訪鉄平石

乱張り

庭
景石、水鉢、踏石

ハナミズキ、モミジ、アオダモ、

アガベ、アオキ、ドウダンツツジ等

１階外壁
土壁掻き落とし

１階内壁
土＋石灰壁　削出し仕上げ

２階外壁
米杉下見板張り

防火構造

軒天・１階天井
米杉千鳥張り

オイル塗装

1

親世帯親世帯

１・２階のオセロ　:　まち、家族、環境とつながる

周辺住宅は、塀で囲み、リビングを１階に配置している。

オセロハウスは逆で、塀を取り払い、１階には寝室のみを、２階に他のすべての機能を配置する。

ゆとりができた１階は地域に開くことができ、２階は居心地のよい環境で、家族が思い思いに過ごすことができる。

隣家とのオセロ　:　つながりをたもつ

　　　　隣家に暮らす 60 代の両親は、足腰が不自由になれば引越しが必要である。

そこで将来、両親には、両親の家の 1 階とオセロハウスの１階で、子世帯には、両家の２階で暮らすことができる計画、

これまで築き上げた「つながり」を保つことができる。

10-20
年後

子世帯

親世帯

子世帯 子世帯

長さ7.2mの大黒柱は、節が少ないと思われる一本
の丸太を選ぶところから始まり、八角形、丸太、
人工乾燥という工程を経て、搬入されている。

１本の丸太から大黒柱へ

大黒柱と貫の接合部分詳細図 Scale  1/20
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ｶﾞﾀ止め用楔

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ3-φ16
L=130程度
(深めに打ち込み
木栓にて処理する)

HSP-100

ｶﾞﾀ止め用楔

N

各階で親世帯と子世帯の住まいが完結する

2階平面図

１階平面図
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Exp-J

連結の実現に向けた検証

構造面

条件整理

Exp-J なしで接続した場合、両建物を一体の建物とみなし、構造計算を行う必要があるため、
Exp-J で接続して、構造上の遡求及び構造計算書を不要とする。

防火面

両親の家は、3 階建て、H17 年竣工、新耐震建物。H24 年に法 22 地域から準防火地域
に変更した地域。

両親の家は、準防火地域で、３階建てであり、イ準耐火建築物に改修する必要があるが、
今回は３階部分の床を取り除き、吹抜けとし、2 階建てとする . 延焼のおそれのある部
分については、防火構造に改修する必要がるが、壁はすでに防火構造の仕様になってお
り、当該開口部のみ改修を行う。

接続廊下増築工事、両親の家の３階床撤去工事、開口付け替え工事

工事範囲を示す

工事内容

両親の家の3階床撤去接続廊下増築

　開口部付け替え（防火設備対応）

つながりのあるくらし

家族やまちの方々をつなげる
バラエティに富んだ仕上げ

つながりをたもつための連結

１・２階のオセロ：まちとつながる
塀を設けず、建物を L 型にセットバックすることで、まちにオープンスペースをもたらし、

寝室ボリュームの間に路地を設け、両親宅のリビング前のテラスへとつながるように計画。

１つの住宅で完結するのではなく、周辺と連続的につながっていく平面計画。

１・２階のオセロ：家族とつながる
2 階の広いワンルームの中には、

多様な居場所があり、

家族各々が好きな場所を見つけ、

思い思いに過ごすことができる。

また一方、家族が目の届く範囲におり、

どことなくお互いがつながりを感じながら、

過ごすことができる。

素材を可能な限り、そのものが持つ特性、反射率や材度、明るさ、凹凸感、滑らかさ、

色、奥行き、ムラを職人技により、そのまま表現している。

それぞれの表情、褪せる時間の違いが、

趣味や指向性の違う人々の多様な個性を柔らかく受け止め、つなげていく。

１・２階のオセロ：環境とつながる

まち、家族、環境とつながるための
天秤木架構

２階の軸

１階の軸

45°

　　　

　　
　　

一つの住宅で完結するのではなく、オセロゲームのように次々と互いが影響しあい「つながり」をもつような住宅を目指しました。
約４０年前に戸建住宅地として開発された計画地周辺は、ベットタウンではおなじみの

個の領域を明確化するコンクリートブロックに囲まれた風景が現在も展開している。

しかし、専業主婦家庭を前提とした当時とは違い、共働き世帯も多く、

子育ても難しくなる現代社会において、このような風景のままで良いのか疑問に感じた。

また、街の方々が高齢化し、住みなれた地を離れ、駅前のマンションへと引っ越しをさ

れていると伺い、このような個で完結するくらしではなく、「つながりのあるくらし」を

提案したいと考えた。

忙しい夫婦二人で、３人のお子さんを育てるのではなく、まちに開き、ご両親も含めた

まち全体で子供たちを育てられるようにしたい、また、皆が住み慣れた地に、可能な限

り永く住まうことができる、「つながり」を生み出し、保つことができる計画である。

隣家のオセロ：つながりをたもつ

・  南西面がオープンな構造　

２階は豊かな環境を南面、西面から取り込む

ため、北面、東面に耐力壁を配置。

・  ３本の柱のみのダイナミックな構造　  

おおらかな空間つくりだすため約９ｍ×９ｍ

の空間は３本の柱のみで支持。

・  異なる２つの軸が共存する構造

各階で周辺と享受しあう関係を築くために

１階と２階の軸を 45°ずらしています。

・ ２本の桁を受ける大黒柱と貫

屋根全体の梁を受ける２本の桁は、

大黒柱上部の貫とバルコニー際の

2 本の柱で支持。

貫は寺社建築にみられる天秤構造。

　

現在、隣家の両親は足腰が不自由になれば引っ越しが必要。

住み慣れた「まち、家族、環境」とのつながりをたもち、住み

続けてもらえるよう、ご両親は両家の１階で、子世帯は、両家

の２階で生活できるよう各住宅の各階を接続可能な計画とした。

一般的な住宅は、塀で囲まれた１階にリビングがあり、

暗くて風通しが悪い。

そこで、１・２階逆転することで、十分な採光や通風を確保でき、

周辺の自然環境とつながることができる。 高槻市の風向と風速の分析
・一年を通して、淀川水系に沿って吹く、南西・北東の風が多い。
・また風速 2.0m/s 程度の心地よい風が多い。

※チャートは気象庁 5日ごとの最多風向および平均風速資料に基づく
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風  ：  高槻市は、南西から北東へと展開する淀川水系に位置し、  

　　　その地形的特性から、風の通り道が南西から東北となる。

　　　この風を建物内に取り込む。　

　　　南西の水平連続窓から北東の高窓と天窓への風の道をつくる。

光  ：  南面と西面は深い庇を出し、さらに西面は樹木を植えることで、

　　　やわらかく光を取り込む。周辺の住宅は 2 階に寝室があるため、

　　　この水平連続窓からのプライバシーや眺望は確保される。

緑  ：  西側の庭の緑、さらには私道を挟んで広がる田畑の緑を、

　　　二階の水平連続窓から取り込む。

　　　駅前の住宅地には珍しい、

　　　西面の緑のオープンスペースを最大限内部へと取り込む。

寝室2

広間

廊下

便所 押入
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